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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 6 日(水)  10 時 00 分～10 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、総政部長、保福部長、 

観光振興監、総務部長、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

● 国において、明日、1 都 3 県の首都圏を対象に、1 月 8 日から 2 月 7 日

まで、緊急事態宣言が発令される見込み。要請内容は、不要不急の外出・

移動自粛、特に 20 時以降の徹底、飲食店に対する 20 時までの営業時間の

短縮、テレワーク等による出勤者数の 7 割削減、イベントの開催制限の 4

本柱。（総政） 

◯ 厳しい感染状況、医療提供体制にある首都圏を訪問することによって、

その地域の医療への負荷の増加を避け、また、国内における感染の伝播を

防がなければならない。 

● 道民の皆様に対しては、これまで「感染リスクを回避できない場合の往

来自粛」をお願いしてきた。緊急事態宣言の発令を踏まえると、宣言対象

地域との間では「感染リスクを回避できない場合」という条件を付けない

往来の自粛の要請が必要ではないか。専門家等の意見を伺うこととした

い。（総政） 

◯ 既に、1 都 3 県が緊急事態行動として住民に呼びかけを行っており、ま

た、国に対しても要請を行っている状況。改めて、職員の出張等について

注意喚起を行ってほしい。 
 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 

 

参考資料４ 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 7 日(木)  14 時 00 分～14 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、総政部長、 

経済部長、観光振興監、総務部長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議し、追加対策などについ

て本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

● 国の緊急事態宣言の発令に伴う往来自粛の要請については、専門家等か

ら妥当との意見をいただいた。経済団体からは、経済への影響軽減のため

の対策を実施すべきといった意見も寄せられた。 

● 原案どおり、本部会議で協議することとしたい。（以上、総政） 

◯ これまでより、もう一段強い要請となる。道民の皆さんのご理解、ご協

力を得られるようあらゆる機会を捉え、周知に取り組んでほしい。 

◯ 首都圏の感染拡大は対岸の火事ではない。この危機を乗り越えるため、

全国的に連携して、一丸となって強い警戒感を持って取り組むことが必

要。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 11 日(月)  13 時 00 分～13 時 45 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、知事室長、 

総政部長、保福部長、経済部長、観光振興監、総務部長、保福次長、 

経済次長、観光次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

◯ 大阪府、京都府、兵庫県の三府県で緊急事態宣言の発令を要請する動き

がある。緊急事態宣言については、本来国で判断すべきものであるが、現

実問題として、どのような場合に緊急事態宣言の対象となるのか等を検討

しておく必要がある。 

● 国のステージⅣの指標のうち、感染者数は首都圏、関西圏、さらに検討

中の愛知県と岐阜県もすべて基準となる 10 万人当たりの週合計新規感染

者数 25 人を超えている。道においては、10 万人当たりで現在約 20 人で下

回っているが、先週後半から連日 3 桁の新規感染となっており、拡大傾向

に転じた。病床については基準を超えていない県もある。（総政） 

◯ 国から要請の基準が示されない場合においても、道として、どのような

状況になれば要請を行うのか、その考え方を予め検討しておくこと。 

● 緊急事態宣言の要請から対象となるまでの期間や宣言の対象範囲も見な

がら、考え方を整理したい。（総政） 

◯ 緊急事態宣言の対象となった場合には、全道に不要不急の外出自粛や 20

時までの時短を要請することになり、これまで以上に大変な状況になる。 

● 現在の感染者の増加については、年末年始の動きによる一時的なものな

のか、再び増加傾向に入ったのか、もう少し状況を見る必要があるが、全

国的な感染増加が見られる中、道としても対策を強化していかなければな

らないのではないか。（総政） 

◯ 国の分科会で、飲食の場面が急所であると改めて指摘している。今の感

染動向を踏まえると、飲食の場面における警戒レベルを更に上げる必要が

あるのではないか。 

● 札幌市と情報交換を行っており、年末年始の感染状況の分析なども踏ま

え、対策の必要性を検討していく。（経済） 

● 年末年始に会食を行っていた事例や、帰省の際に感染が確認された事例

が全道各地で確認されている。飲食の場面におけるリスク回避の行動は全

道で必要になっている。（保福） 

◯ 首都圏等においては、まさに感染爆発という事態に至っている。道にお

いては感染拡大を抑制できるか、今が分水嶺であると考えている。ここで

対策を打たなければ首都圏のように感染が急速に拡大する恐れ。その観点

から今回の対策をしっかりと検討してほしい。 

○ また、3 月、4 月は人の移動が活発になる。昨年の経験で学んだことを

活かしていく必要がある。 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 12 日(火)  14 時 15 分～15 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、濱坂知事室長、 

総政部長、保福部長、経済部長、観光振興監、総務部長、保福次長、 

経済次長、観光次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応などについて協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

● 現在の感染状況、全国的な感染拡大や首都圏等への 1 か月の緊急事態宣

言の発令などを踏まえると、道としても 1 か月、集中対策期間を延長する

方向で検討を進めなければならないと考えている。一方で、現在の感染は

動きが速く、短期間で大きく変化することから、今後の状況変化によって

は機動的に対応していくことが重要と考えている。（総政） 

● 札幌市とは、緊急事態宣言の対象とならないよう、市内全域への時短要

請なども含め様々な選択肢もあるのではないか話している。帰省など年末

年始の影響は収まっていくのではないかとの見方もある。引き続き協議を

行う。（経済） 

◯ 北海道の都市構造上、どうしても札幌市内の対策が大変重要となる。加

えて、全道における飲食の場面での行動変容を徹底していくことが重要。 

● 飲食の場面における行動変容を求めていくことに加えて、十勝総合振興

局で実施している関係者との勉強会のような取組を全道の繁華街に拡げて

いきたい。（経済） 

◯ 緊急事態宣言における対策では飲食の場面が重要となっている。全国的

に感染が拡大する中で、道内の感染拡大をどのように抑えていくかという

視点が必要。 

● 緊急事態宣言の検討要請については、要請から発出されるまで一定の期

間を要すること、既に、道内の医療提供体制の負荷が高い水準で推移して

おり、感染の急拡大が医療提供体制に大きな影響が生じかねない状態であ

ること等から、病床数よりも早く数値が増加する新規感染者数を目安とす

ることとしたい。（総政） 

◯ 道から国に緊急事態宣言の検討を要請した場合、道としても宣言に準じ

た取組をしていくことが必要ではないか。 

● 国に要請する事態になった場合には、その際の感染状況を踏まえた、道

としての措置について整理が必要（総政） 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 13 日(水)  10 時 20 分～11 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、総政部長、 

経済部長、観光監、総務部長、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 

 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応などについて協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

● 緊急事態宣言の対象区域について、これまで国に要請していた関西圏に

加え、中京圏と栃木県、さらには福岡県も追加される模様。 

● 国の専門家から、歓楽街や飲食を介しての感染が感染拡大の要因である

との見解が示され、また、経路不明の多くは飲食が原因であるとの指摘も

ある。実際、年末から現在まで飲食店等での集団感染は倍となっており、

帰省した方と一緒に飲食をともにした場面で感染が拡がった事例が複数確

認されている。（以上、総政） 

● そうした状況を踏まえ、札幌市と協議した結果、札幌市内の接待を伴う

飲食店における時短は継続した上で、すすきの地区の飲食店等の時短を新

たに要請することとしたい。（経済） 

● さらに、全道での感染事例が多くなっていることから、飲食の場面での

リスク回避の行動を徹底いただくため、年末年始にお願いした、同居して

いない方との飲食の自粛を追加してお願いすることとしたい。 

● 同居していない方との飲食の自粛が厳しすぎるのではないかとの考え方

もあるので、Q&A 等で丁寧に説明することとしたい。（以上、総政） 

◯ 専門家からも、飲食の場面の感染リスクを回避しないと感染の伝播が抑

制できない状況にあるとの指摘もある。ここでしっかりと感染拡大を抑え

ていくことが重要。 

● 最近の急速な感染動向の変化を踏まえ、国内で緊急事態宣言が出されて

いる間は毎週、モニタリングを行う本部会議を開催した上で、状況変化に

より機動的に対応していきたい。札幌市内における対策に関しては、札幌

市とも協議を行い、対策の緩和に関する考え方を追記することとした。 

● この後、1 月 15 日以降の対策及び緊急事態宣言の考え方について、専門

家等へ意見照会を行いたい。（以上、総政） 

◯ 道案及び緊急事態宣言への考え方については了解。また、緊急事態宣言

が発出されるような感染爆発に至る前の対策が重要であるが、現在は、国

の緊急事態宣言の対象地域とそれ以外の地域で事業者への支援に格差が生

じていることから、国に対して是正を求める緊急要請を行ってほしい。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 14 日(木)  10 時 40 分～11 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、総政部長、 

保福部長、経済部長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応などを協議し、「追加対策」及び「緊

急事態宣言に対する道の考え方」について本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

● 道案について、専門家等からは、医療の逼迫が解消され､ある程度の余

裕が生まれるまでは措置の継続を望むといった意見が寄せられたが、概ね

「やむを得ない」、「妥当である」との意見をいただいた。 

● なお、意見照会の中で、有識者から、飲食の場面における注意喚起とし

て「5 人以上、2 時間超」を控えるという要請は、その位までは大丈夫と

誤解されかねないといったご意見をいただいたことから、昨日照会した案

から修正することとした。 

● 市町村、関係団体からは、事業者に対しては手厚い財政的な支援策を同

時に打ち出すべき、企業の倒産・廃業や従業員の雇止めに つながることの

ないよう継続的な支援策を実施すべきといった意見が寄せられた。また、

緊急事態宣言の要請を検討するにあたり、基準を設けることは必要であ

る、全道一律なのか明確にすべきであるなどの意見が寄せられた。（以

上、総政） 

◯ 11 月は、北海道は東京都よりも感染者数が多かった。その後 2 か月の中

で事態は急激に変化している。東京のような爆発的な感染といえる状況は

何としても避けなければならない。 

◯ ここでもう一段、感染をしっかり抑制することが重要であり、しっかり

取り組んでほしい。また、緊急事態宣言の検討を要請せざるを得ない事態

を想定して、予め必要な対策等を検討しておくこと。 

● 昨日指示のあった緊急要望については、経済的影響が長期化している道

内の事業者や被用者への支援の充実・強化とともに、地域の取組につい

て、緊急事態宣言の対象地域と同様の支援がなされるよう、早急に要請す

る方向で調整している。（以上、総政） 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 27 日(水)  14 時 15 分～15 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、知事室長、 

総政部長、保福部長、経済部長、観光振興監、総務部長、保福次長、 

経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 
 

● 小樽市において、集団感染が多発し、本日の感染者数がこれまでの最多

となる見込みとなる状況を踏まえて、小樽市と感染状況の分析を行い、必

要な措置について協議を行っている。これまで、一つの病院における大規

模な集団感染の影響が大きかったが、現在は医療、福祉施設、職場、学

校、飲食店と幅広い業種にわたる集団感染の発生している状況。 

● 小樽市としても、集団感染により感染者が急増しており、このままでは

市中における感染が広がる可能性を危惧している。（以上、総政） 

○ 感染状況を踏まえた措置としては、どのような内容となるか。 

● 現在の感染状況は、多くの飲食店で感染が発生した札幌市とは状況が異

なるという認識を小樽市と共有しており、旭川市と同様、外出自粛等の行

動変容を求める方向。（総政） 

○ 病床の状況はどうか。 

● 市内の基幹病院で集団感染が発生しており、市内の医療提供体制の負荷

は高い状況。集団感染の抑え込みに向けて、医師、保健師等の広域派遣チ

ームを道から派遣して取り組んでいるが、これ以上の負荷の増加を防ぐた

めには、もう一段の行動変容のお願いが必要。（保福） 

● 小樽市との協議が整い次第、専門家等の意見を聞いた上で、本部会議に

諮ることとしたい。（総政） 

◯ 小樽市は札幌市と隣接し、小樽市の感染拡大は市内のみならず、札幌市

をはじめ後志管内にも大きな影響を及ぼす。感染拡大を早期にくい止める

ことが重要。全道においても、2 月 15 日までの集中対策についてしっかり

と取組を進め、ここでもう一段、感染を減少させていかなければならな

い。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 

 



8 

 

コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 1 月 28 日(木)  10 時 30 分～11 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、知事室長、 

総政部長、経済部長、総務部長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議し、追加対策などについ

て本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

● 感染リスクが回避できない場合、小樽市内における不要不急の外出自粛

及び同市との不要不急の往来自粛の要請を行うことについて、昨日、小樽

市と協議が整った。専門家及び有識者に意見照会をしているが、今のとこ

ろ概ね「妥当」との回答をいただいている。関係団体からは、今回の措置

は「妥当」とした上で、小樽市内の企業の事業継続や雇用維持に係る対策

を引き続き 講じることが必要、といった意見も寄せられたところ。 

● 意見照会でこの後も引き続き特に異論がなければ、原案のとおり、本日

の本部会議に諮ることとしたい。（以上、総政） 

◯ 全道各地で感染が確認されており、小樽市をはじめ、最近多発している

集団感染の早期封じ込めなど、地域の実情に応じた対策を効果的に進めて

いくことが重要。振興局とも認識を共有し、積極的に取組を実施してほし

い。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 2 月 4 日(木)  11 時 00 分～11 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、知事室長、 

総政部長、保福部長、経済部長、観光振興監、総務部長、保福次長、 

経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議し、本部会議でモニタリ

ング状況などについて情報共有することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 
 

● 道内の感染状況は、依然として、100 名前後の感染が続いており、札幌

市では、新規感染者数は増加傾向にある。この傾向が続くのか、慎重に見

極めることが必要。（総政） 

● これまでの医療機関との調整を踏まえ、病床確保計画を修正し、地域で

最大限受入可能な病床数を 1,811 床から 1,827 床に増加した。（保福） 

● 一昨日（2 月 2 日）、国の基本的対処方針が改正され、栃木県を除く 10

都府県で引き続き緊急事態宣言の対象区域として延長された。今後の栃木

県の取組などにも注視していく。（総政） 

○ 道内の感染状況も予断を許さない状況が続いている。対策期間の 2 月 15

日を見据えて、感染状況を慎重にモニタリングし、適切なタイミングで対

応が取れるよう、あらゆる可能性について検討を進めること。 

○ 3 月以降、転勤など人の動きが活発化する季節となるが、北海道は昨年

のこの時期に感染拡大を経験している。この経験を踏まえ、再び感染拡大

とならないよう、地域の実情に応じ、関係団体などとも認識を共有しなが

ら、前広に対策を講じていく必要があるので、早急に対策を検討するこ

と。 

（以上） 

※（知事○、その他●）  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 2 月 5 日(金)  10 時 15 分～10 時 45 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、中野副知事、総政部長、観光監、保福次長、経済次長、政策局長、 

政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 様々な感染状況を想定しながら、対策期間後の対応について検討してい

る。特に札幌市内の対策が重要となることから、札幌市とは様々な観点か

ら協議を行っている。（総政） 

○ 今後の対策を検討する上では、足下の感染状況に加えて、北海道を取り

巻く環境も見ていく必要がある。例えば、全国の緊急事態宣言が発令され

ている状況や 3，4 月の人の移動の活発化、今後のワクチン接種の動きな

どを考慮する必要がある。今後の札幌市内の感染動向を見通すことは難し

いが、今のうちに感染者数を減少させ、医療提供体制の負荷を減少させて

いかなければならない。 

● 経済活動と感染防止とのバランスを考慮した対策を進めることが重要で

あり、現在の局面では感染防止に力を入れて、感染者の抑制を図っていく

必要がある。（副知事） 

○ 北海道は全国でも早くから時短要請等を行い感染拡大防止に取り組んで

きた。緊急事態宣言の対象地域と感染を拡大させないために頑張ってきた

地域との間で、支援に差が出るのは適切ではない。国に対しては、この点

しっかりと申し入れを行っていく必要がある。国の対応によっては、道と

して何らかの支援策を検討しなければならない。 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3 年 2 月 10 日(水)  10 時 30 分～11 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総政部長、保福部長、経済部長、 

観光監、総務部長、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 札幌市の新規感染者数は、一時増加した後、再び減少傾向に転じている

が、この傾向が続くかどうか予断はできない状況。現在の感染者数を客観

的にみると、人口 10 万人当たりの換算では、道の警戒ステージ 4 相当と

なっており、緊急事態宣言の対象となっている政令市と比較しても高い水

準。春の異動やワクチンの接種開始時期を見据え、もう一段の感染の抑制

と医療提供体制の更なる負荷の低減が必要である。札幌市とは、こうした

認識については一致している。 

● その上で、時短要請の扱いを中心に、札幌市と協議を続けている。道と

しては、市内の感染状況を踏まえた上で、①感染リスクの高いとされてい

る飲食における対策を通じて市内での感染を徹底的に抑える、②減少傾向

を確かなものとするため現在の要請内容を継続する、③減少傾向が確認さ

れ一定の水準を下回るのであれば段階的な緩和もしくは全ての解除、とい

った様々な選択肢があると考えており、感染状況を慎重に見極めながら対

策を協議している。 

● また、小樽市に関しては、感染者数は大幅に減少したが、医療提供体制

の負荷の状況を含め、市の考え方を踏まえて対応を検討したい。（以上、

総政） 

○ 緊急事態宣言地域の感染者数が大幅に減少している中で、札幌市の感染

者数の水準は依然として高い。3 月を迎える前に水準を一段と引き下げて

おくことが重要。札幌市とも引き続き十分協議しながら、16 日以降の対策

を早急に取りまとめていくことが必要。 
 

（以上） 
 
 

※（知事○、その他●） 

 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 2 月 11 日(木・祝)  15 時 30 分～16 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、総政部長、経済部長、 

観光監、総務部長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

● これまで札幌市と対策の選択肢について協議してきた結果、すすきの地

区の感染者数が減少する一方、すすきの地区以外の感染は一定程度発生し

ており、すすきの地区における時短継続では、これ以上の感染の抑え込み

は難しいとの認識に基づき、札幌市内全域の飲食店に時短をお願いするこ

ととしたい。（総政） 

● 札幌市からは、要請が長期間にわたっていることから、新規感染者数な

どの数値を用いて解除条件を設定し、その条件をクリアした際の速やかな

解除が必要との申し入れを受けており詳細を検討している。また、関係事

業者に対する支援も求められている。（経済） 

● 小樽市については、引き続き感染者の確認が続いており、入院患者の広

域での調整も続いている。市としても、しっかりと感染を抑え込みたいと

考えており、現在の措置を継続したい意向。（総政） 

◯ 北海道は昨年 3 月、独自の緊急事態宣言により感染者数を一旦は抑え込

んだが、その後、人の移動の影響を受けて、感染が拡大したという経験が

ある。ここで、もう一段の感染を徹底して抑制し、医療提供体制のさらな

る負荷の低減を図ることは重要。ただし、このタイミングで市内全域の飲

食店で時短要請を行うことに対しては丁寧な説明が必要である。 

● 札幌市と小樽市への地域限定の要請については、強い要請であることか

ら、2 月 28 日までの約 2 週間の短期集中で徹底してお願いすることとし、

全道域の要請は、全国的な厳しい感染状況等を踏まえ、緊急事態宣言の発

令期間と合わせることとしてはどうかと考えている。（総政） 

◯ 集中対策期間の名称について、様々な意見があることは承知している

が、今、名称を変えることによって、感染拡大が一段落したというメッセ

ージが伝わるおそれがある。また、全国的に緊急事態宣言が発令され、全

国民が感染対策に取り組む中で、道としても引き続き集中して対策を続け

ていく必要があることから、これまでと同様の名称でいいのではないか。 

● 再度、詳細を札幌市等と協議し、期間途中での前倒し解除の条件等を含

めて案が整った段階で、専門家等のご意見を伺うこととしたい。 

● また、これまでの国の動向や道内の感染状況の推移などを踏まえ、道独

自の警戒ステージの運用を見直すこととしたい。一つは、「新規報告数」

を先行指標とし、「病床」又は「重症者用病床」の負荷の状況により、ス

テージ移行を総合的に判断すること。また、特定の地域や業態に対して強

い施策を講じるに当たっては、他地域への感染拡大、市中での広がり、医

療提供体制への負荷の状況を総合的に判断すること。（以上、総政） 

○ これまでの対応をステージ運用に反映させていくことは重要。 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 2 月 13 日(土)  10 時 10 分～10 時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、中野副知事、総政部長、保福部長、経済部長、保福次長、 

経済次長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、追加の対策について本部会

議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

 

 

● 昨日提示した道の対策案について、専門家や有識者からは、概ね「妥

当」との意見をいただいた一方で、感染が減少している中で対策を強化す

ることは理解されづらいので、わかりやすい説明が必要であるといった声

も寄せられた。 

● また、対策期間について、「緊急事態宣言が発令されている間」とする

のは反対であり、独自の期間を設定すべきというご意見もいただいた。 

● 道としては、国の緊急事態宣言の発出により、全国が一丸となってまん

延防止に取り組む中、警戒感を高めながら、行動変容に取り組んでいただ

く必要があると考えている。こうした対策期間の考え方等について、丁寧

に説明していくこととしたい。 

● 「道の警戒ステージ運用の考え方」については反対意見などはなかった

が、関係団体より、措置の解除や緩和要件を明確化し、目標に向けて各地

域が取り組めるようにすべきである、特定の地域や業態を対象とした強い

施策を講じるに当たっては事業者の経営状況も勘案してほしいなどの意見

が寄せられており、今後の運用に当たり留意していきたい。（以上、総

政） 

◯ 道民の皆さんには、長きにわたり負担をかけているが、昨年の年度末か

ら再拡大したという経験を踏まえ、今、この時機に十分な備えが必要であ

ることを丁寧に訴えていきたい。 

◯ 市内全域の時短要請が実効性のあるものとなるよう取組の徹底をお願い

したい。また、幅広い事業者の皆さんへの経済的な影響も長期に渡ってい

る。独自の対策に取り組んでいる道県の事業者にも支援が及ぶよう国に引

き続き強く要請するとともに、国の結論を待つことなく、道としてどのよ

うな支援ができるか早急に検討すること。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 2 月 17 日(水)  13 時 45 分～14 時 15 分 

場  所 知事室 

出 席 者 
知事、中野副知事、総政部長、保福部長、保福次長、経済次長、 

政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 札幌市内の時短要請について、2 月 16 日、新規感染者数の週合計の 7 日

間平均が前倒しの解除の目安としていた 15 人を下回った。そのため、も

う一つの目安としている医療提供体制の負荷の状況等について判断してい

く必要がある。 

● 現在の入院患者数は、依然として道の警戒ステージ 4 相当の水準であ

り、現時点で前倒し解除できる状況には至っていない。医療提供体制の負

荷はできるだけ引き下げることが重要であるため、今後の入院患者数の推

移を慎重に見極める必要がある。（以上、総政） 

○ 前倒し解除を行う具体的な水準の考え方についてどうなるのか。 

● 道の警戒ステージ 3 相当を目安としているが、そこまで下がらない場合

においても、新規感染者数が減少したことから、遅れて減少してくる病床

数について一定期間モニタリングを行って、減少傾向が明らかとなった場

合に解除の判断を行うという考え方もある。 

●一方で、有識者会議においては、強い措置を行う場合には、対策に協力い

ただくためにも事業者に丁寧に説明することが必要であるとのご意見もい

ただいている。また、新規感染者数が減少傾向となっている中で、時短に

協力をいただいている事業者の納得感を得るためにも、今回に限った対応

としては、医療提供体制の負荷に関し、札幌市内の病床数の具体的な目安

を示すことが必要ではないか。（以上、総政） 

○ 病床数は全道域で運用している中で、札幌市内の目安を示すことはでき

るのか。 

● 札幌市内の病床は札幌市外の入院患者も受け入れていることなどから、

具体的な基準を出すことは困難。 

● ただし、あえて機械的に目安を算出するとした場合、国の警戒ステージ

の考え方を用いれば、最大確保病床の 5 分の１となる 90 床、又は現時点

の確保病床の 4 分の１となる 110 床が考えられる。（以上、保福） 

○ 新規感染者数が大きく減少した状況を踏まえると、今回皆さんの協力を

得るためには具体的な目安を示すほうが分かりやすいのではないか。 

● 今回前倒しの解除を判断するという状況の下、私権の制限は必要最小限

とするという観点に立つと 110 床を目安とする方が納得感を得やすい。

（総政） 

○ 具体的な目安を示す方向で札幌市と協議を行い、専門家の意見も伺って

道としての考え方を整理してほしい。 
 
 

（以上） 

※（知事○、その他●）  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 

 

 



15 

 

コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3 年 2 月 18 日(木)  13 時 30 分～14 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、総政部長、保福部長、 

保福次長、経済次長、観光次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、時短要請の前倒し解除の目

安などについて、本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 時短要請の前倒し解除のための目安について、専門家及び有識者から、

概ね「妥当」との回答をいただいている。 

● その際、「想定以上に早く新規感染者数が減少したことについて、道

民、事業者の皆さんの努力をしっかりと評価してほしい」、「入院患者数

等を見ても、時短要請の前倒し解除に至っていないことから、感染拡大防

止策を継続する必要がある」、「入院患者数も判断材料とするという考え

方は理解できるが、本来は予め対象としておくべき指標と思われることか

ら、110 床という判断指標の見直しについて丁寧な説明が必要である」、

「依然として医療提供体制のひっ迫状況が続いており、短期集中でしっか

りと感染を抑え込むという今回の集中対策期間延長の狙いを考えると、当

面の時短要請の継続は妥当と考える」と意見が寄せられている。ご意見を

踏まえ、丁寧に説明を行い、原案どおり本部会議に臨むこととしたい。

（以上、総政） 

◯ これから人の移動が活発になる時期に備えるとともに、円滑にワクチン

接種を受けられる環境を構築する必要がある。長期にわたる闘いの中で、

「自粛疲れ」などもあると思うが、ここでもう一踏ん張り、道民及び事業

者の皆さんにご理解とご協力をお願いしなければならない。 

◯ また、発生件数は減少しているものの、ここで気を緩めることなく、

「感染はいつでも、どこでも起こりうる」ことを、今一度、再認識し、対

策に取り組むことが必要。 

◯ さらに、本道においても、明日にも先行接種がはじまる。道民や関係者

の皆さんへの正しい情報提供はもとより、市町村に対する万全のサポート

を行ってほしい。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 2 月 22 日(月)  15 時 30 分～16 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、中野副知事、知事室長、総政部長、保福部長、観光監、総務部長、 

保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

● 新規感染者数は減少傾向にあり、10 万人当たりの新規感染者数は、札幌

市及び小樽市とも「15 人」を大きく下回る水準となっている。一方で、入

院患者数は、昨日現在、道は 408 床、札幌市内は 125 床となっている。 

● 引き続き、病床の状況を踏まえて、前倒し解除をするかどうか判断して

いくが、事業者サイドの準備の都合等もあることから、解除に当たっては

時間的猶予も考慮した上で判断する必要がある。 

● 外出や往来自粛については、今後の感染動向を見極め、今週中に判断し

ていきたい。（以上、総政） 

◯ これまで道民の皆さんと努力を積み重ねて作り上げたこの改善傾向をし

っかり定着させていくため、過度の気持ちの緩みを絶対に避けるために

も、段階的に解除していくことが必要。 

● ワクチンの医療関係者への優先接種について、国から、3 月 1 日から発

送し、順次接種を始めるよう示された。ワクチンの配分方法などについ

て、国の考え方が不透明な中で、道の考え方を整理する必要があるため、

丁寧に進めていくこととしたい。（保福） 

◯ 先週、全国知事会として緊急要望を行ったところであるが、いよいよ優

先接種が始まるに当たり、改めて、課題を整理して、道としても国に対し

て要望するよう準備を進めてほしい。 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3 年 2 月 25 日(木)  11 時 10 分～11 時 40 分 

場  所 議会知事室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、保福部長、 

観光監、総務部長、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 道内の新規感染者数は、引き続き減少傾向が続いており、10 万人当たり

15 人/週を目指すとした目標を下回っている状況。入院患者数は、昨日時

点で、道 378 床、札幌市内では 111 床と目安である「110 床」に近づいて

きている。 

● 現時点において、入院患者数が時短要請の前倒し解除の目安を下回って

いないことから、事業者の準備時間を考慮すると、前倒しして解除するこ

とは困難。一方で、目安には近づき、大きく改善していることから、予定

の期間である 2 月 28 日をもって終了する方向で専門家等の意見を伺うこ

ととしたい。 

● また、外出や往来自粛についても、現時点で新規感染者数の目標をクリ

アしており、予定どおり終了することとし、併せて、札幌市の警戒ステー

ジ 4 相当の取扱いを終了することとしたい。 

● 一方で、集中対策期間については 3 月以降、就職や転勤、卒業等に伴う

人の移動や会食機会の増加による感染の再拡大に備えるとともに、安心し

てワクチン接種を受けられる環境づくりも必要であることから、現在の改

善傾向をしっかりと定着させるために、あと 1 週間、しっかり対策に取り

組むこととしたい。  

● こうした内容について、専門家等のご意見を伺っていくこととする。

（以上、総政） 

◯ 全国的にも感染者数が減少し、一部地域において緊急事態宣言の前倒し

解除の動きが報じられている。どうしても警戒感が薄れてしまう状況にあ

ることから、段階的に解除を進めていくことが重要。 

● 新北海道スタイルを徹底していない店舗の利用を控えるという措置は継

続されていることなどを呼びかけ、一気に全面的に解除ではないというこ

とを注意喚起していくことが必要。（副知事） 

● イベントの開催制限については、未だ国から考え方が示されていない

が、国の通知を踏まえ、速やかに手続きを進めたい。（総政） 
 

（以上） 
 
 

※（知事○、その他●） 

 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 2 月 26 日(金)  10 時 30 分～11 時 15 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、 

総政部長、保福部長、総務部長、観光監、保福次長、経済次長、政策局長、 

政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、感染防止に向けた対策及び

イベントの開催制限について本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 道の対策案について、専門家や有識者からは、概ね「妥当」との意見を

いただいた。 

● 一方、対策期間については、「ゴールが見えない取組は道民のモチベー

ションが持たない。期間 を 3 月 7 日までとし、『少なくとも１週間気を抜

かず頑張りましょう』というメッセージを出すことが必要」というご意見

をいただいたところであり、当初道案では、「国内に緊急事態宣言が発令

されている間」としていたが、有識者のご意見を踏まえて、対策期間を

「3 月 7 日まで」と明示することとしたい。 

● このほか、「感染が減少傾向になっていることに対して、道民の皆様へ

の賞賛の言葉を発信してほしい」、「リバウンドを防ぐため、日常の生活

における基本的な取組の実践について道民の方々の理解を得ていくことが

必要」、「時短等の終了について賛同するが、気の緩みが懸念され、飲食

の際のリスク回避の徹底を発信すべき」といったご意見が寄せられてお

り、それぞれ今後の取組に反映させることとしたい。 

● また、「前倒しの解除の目安である道 350 床、札幌市 110 床を達成して

いない状況で対策を解除することの説明を分かりやすくすべき」というご

意見があった。道 350 床、札幌市内 110 床は途中で解除する場合の目安で

あったが、今回、こうした目安にも近づき、また、札幌市内では本日下回

り、改善が見られることから、当初予定どおり 2 月 28 日をもって時短要

請等を終了するものであることを丁寧に説明したい。 

● 関係団体、市町村からも、概ね「妥当である」というご意見であった

が、「約 4 ヶ月近くにわたる要請が解除されることは歓迎するが、要請終

了等をきっかけに「気の緩み」が生じ、感染拡大に転じること のないよ

う、知事自らメッセージを発していただきたい」、「道の各ステージの考

え方やその対策、自粛等求められた時の解除基準を明確にするとともに、

一層丁寧な説明、周知をお願いしたい」、「経済活動はかつてないほど深

刻なダメージを受けており、雇用維持及び事業継続に引き続き支援をいた

だきたい」などの意見が寄せられた。今後の対策に活かしていきたい。

（以上、総政） 

○ ここで過度の気持ちの緩みは避けなくてはならない。「集中対策期間

は、国の緊急事態宣言が発令されている間」としてきたが、感染状況等が

大きく改善する中、ややもすると気の緩みを招きがちであり、集中対策期

間を 3 月 7 日までと明示することは効果的。残り約 1 週間の一人ひとりの

感染防止対策の徹底が重要となる。 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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● ワクチン接種について、医療従事者への優先接種などの国の方針が変更

されたことを踏まえ、現場において、混乱が生じることなく、迅速かつ効

率的に接種が進められるよう、ワクチンの配分量や取扱いの最新の動向に

ついて情報共有を図ることとしたい。（保福） 

◯ 新型コロナウイルスワクチンの接種は、感染対策の決め手となるもので

あるが、我が国がかつて経験したことのない大規模な取組であり、道と市

町村がこれまで以上に連携して取り組んで行かなければならない。地域に

おける準備作業が本格化してきており、関係部門が連携するなど、振興局

一体となって、地域の実情に即した形で、市町村支援に努めるようにして

ほしい。 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 3 月 2 日(火)  14 時 00 分～14 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、総政部長、保福部長、 

経済部長、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 道内の感染状況は、新規感染者数及び入院患者数は改善傾向が続いてい

る。対策の期限である 3 月 7 日をもって、集中対策期間を終了できるか予

め判断することとし、仮に終了した場合の対応についても検討していると

ころ。（総政） 

◯ 集中対策期間を終了する場合には、一気に緩んで再拡大につながるよう

な事態は避けなければならず、段階的な緩和を検討するべきではないか。

また、年度末、年度始めは全国的な移動も活発となるため、特に注意が必

要。 

● 次の対策は、国の分科会において、リバウンド防止策が提言されている

ことから、その内容を踏まえて検討している。 

● 特に、今後、会食の機会も増えることから、引き続き、飲食の場面にお

ける注意喚起が必要。会食自体を控えるのではなく、感染リスクの回避の

実践をいかに定着させていくかが重要。飲食の場面では、マスクを外して

会話をすることがリスクを高めることから、マスクを外している間は会話

をせずに、食事をすることを徹底していくことが大切。事業者の間で取組

が進められている「黙食」という言葉を使うのがいいのではと考えてい

る。（以上、総政） 

◯ 「黙食」という言葉はインパクトはあるが、完全に浸透しているという

訳ではない。飲食店への影響もあることから、具体的にどういう行動を実

践するのか、説明を加えることが必要。 

● 国の分科会の提言も踏まえながら、要請内容を検討したい。（総政） 

● 分科会においては、隠れた感染源を早期に確認するための積極的疫学調

査の徹底や感染リスクが高い場所等における「モニタリング検査」の実施

が求められており、道としての考え方を整理している。（保福） 

● 分科会からは、予兆に対する迅速な対応として、重点的な PCR 検査や時

短等の必要な対策、まん延防止等重点措置の適用などが必要とされてい

る。道としての対応についても検討している。（総政） 

◯ 今後、感染のリバウンド、再拡大は起きるとの想定で対応を検討してい

くことが必要。 

◯ 昨年の経験や国の対策なども踏まえて、必要な感染防止行動や対策につ

いてしっかり検討してほしい。特に、年度末、年度始めの対策について

は、全国的に歩調を合わせて取り組んでいくことが必要であり、再拡大を

招かないように取り組むことが重要。 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3 年 3 月 3 日(水)  10 時 30 分～11 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、 

総政部長、保福部長、経済部長、総務部長、保福次長、経済次長、 

政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 現在の改善傾向が続けば、集中対策期間は終了することとしたい。な

お、緊急事態宣言が予定どおり終了するかどうか、国や他県の動向を注視

している。 

● 昨日の議論を踏まえて、8 日以降の対策について、「感染防止行動の実

践」、「行動変容の定着に向けた普及啓発等」、「感染再拡大の予兆の探

知等」、「予兆に対する迅速な対応」の 4 つの柱で取りまとめた。 

● 「感染防止行動の実践」については、今後、日常生活の中に取り入れ定

着していただく基本的な感染防止行動と、国の通知等を踏まえた年度末・

年度始めの行動の徹底として、内容を区分して要請を行うこととしたい。 

● モチベーションの維持などの観点から目標を示し、ご協力をいただける

よう情報発信にも力を入れていきたい。（以上、総政） 

● 「予兆の探知等」に向けては、国の提言も踏まえて、積極的に取り組ん

でいく。特に変異株については、道衛研でスクリーニング検査を実施して

おり、今後さらに強化していく。（保福） 

● 地域の感染状況に応じた対応についても考え方を整理した。モニタリン

グ結果に基づく注意喚起、拡大した場合の強い措置の実施、全道に広がる

おそれのある場合の「まん延防止等重点措置」という段階に応じて適切に

対応していきたい。 

● 「まん延防止等重点措置」については、特措法の規定を踏まえ、地域の

感染拡大により、全道に拡大するおそれがある場合に国への要請を検討す

る。具体的には、全道の新規感染者数が 10 万に当たり 15 人を超えるおそ

れがある場合という目安を示したい。（以上、総政） 

● ワクチンについては、現在、医療機関や市町村等との調整、情報の共有

をしながら進めている。（保福） 

● 外出自粛や時短要請などにより、経済的な影響を受けた方に対する支援

について、詳細の具体的な詰めを急いでいる。（経済） 

◯ 年度末・年度始めは、感染の再拡大を防ぐ観点から重要な期間。道職員

も率先した対策を進めながら、経済団体等と連携して取り組んでほしい。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 3 月 5 日(金)  15 時 15 分～15 時 50 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、総政部長、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、感染防止に向けた対策及び

イベントの開催制限について本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

● 昨日意見照会を行った道案について、専門家及び有識者からは、概ね

「妥当である」とのご意見をいただいた。その際、「手洗い、咳エチケッ

ト、マスク、距離をとるといった基本的項目も掲げてはどうか」というご

意見があり、外出の際の行動ポイントに追加したい。 

● そのほか、「道民は『対策疲れ』しており、気を緩めない程度のメッセ

ージは必要」、「ステージ 2 以下を目指すという目標は明確でよい」、

「ステージを下げていく上で重要なのは、次にステージを上げる基準を明

確にしてから実施すること」というご意見をいただいた。 

● 関係団体、市町村からは、「経済へ甚大な影響を及ぼしており、引き続

き、迅速かつきめ細やかな対応をお願いしたい」、「道民や事業者が『励

み』を感じるような内容を目標と合わせて掲げることも検討いただきた

い」、「再拡大させないため、道民に気の緩みが生じないようしっかりと

伝えていくことが必要」、「年度末・年度始めは人の移動が増加すること

から、道民に感染防止行動に向けた強いメッセージが必要」などの意見が

寄せられた。 

● 専門家等のご意見については、今後の対策に活かしていきたい。（以

上、総政） 

◯ 有識者からの「手洗い、咳エチケット、マスクなどの基本的項目も」と

いうご意見は、行動の大前提として掲げたらどうかという趣旨のものでは

ないか。個別の行動の要請に追加するよりも、全体における基本となるも

のとして整理してほしい。 

○ 集中対策期間は終了となるが、現在も医療機関における集団感染の発生

など、予断を許さない状況が続いている中で、今後は、人の移動や会食機

会の増加といった感染リスクが高まる時期に備えるとともに、安心してワ

クチン接種を受けられる環境をつくっていく必要がある。この後の対応が

極めて重要となることから、関係者の皆さんと認識を共有し、感染の抑

制、そして、再拡大の防止に向けて取組を進めていってほしい。 

○ ワクチン接種を巡る動きは、日々大きく変化をしている状況にあること

から、医療機関など関係する皆さんと情報共有をより密にするとともに、

特に、実施主体となる市町村からの相談には、きめ細やかで丁寧な対応に

努めるなど、円滑な接種体制をしっかりと構築すること。 

● 医療機関への優先接種用のワクチン 25 箱が本日道内に到着。対策本部

でもこうしたワクチンの動きを共有する。（保福） 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 3 月 10 日(水)  17 時 30 分～18 時 00 分 

場  所 議会知事室 

出 席 者 
知事、中野副知事、総政部長、保福部長、保福次長、経済次長、 

政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 緊急事態宣言が 1 都 3 県において発令中であることから、モニタリング

の本部会議は継続して開催したい。足下の感染状況としても、新規感染者

数が増加傾向にあるとともに、変異株も確認されていることから、再拡大

防止に向けて、一段と警戒感を高め、対策に取り組んでいきたい。（総

政） 

● 現在、釧路や十勝などにおける集団感染が新規感染者数を押し上げてい

る。医師の派遣など、抑え込みに向けて取り組んでいる。（保福） 

◯ 現在の感染状況を踏まえると、当面「集団感染への対応」、「変異株へ

の対応」、「基本的な感染防止行動の実践」という 3 つの視点に重点を置

いた取組が重要。 

◯ 集団感染は感染の連鎖を防ぐことが重要。早期の検査をしっかり進めて

ほしい。 

◯ 特に、変異株については、感染力が従来よりも強い可能性があるとされ

ている。保健所設置市との連携を強化して、検査を迅速に実施することが

重要。一方で、過度に恐れることなく、冷静に行動していくことが重要と

なるので、正確な情報の発信を行うようにしてほしい。 

◯ また、ワクチンについて、医療従事者向け優先接種が道内でも開始さ

れ、高齢者向けの接種も動き始めている。配分先などの国からの情報が不

透明な部分も多く、テレビの報道などで不安が生じることも懸念される。

ワクチンの対象となる道民の皆さんや実施主体となる市町村や医療関係者

の皆さんに、早め早めに道の考え方や接種体制などについて情報共有を図

ってほしい。 

● 知事の指示を踏まえて、当面の対応を整理し、専門家等のご意見を伺う

こととする。（総政） 
 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3 年 3 月 12 日(金)  16 時 00 分～16 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 知事、保福部長、保福次長、経済次長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、時短要請の前倒し解除の目

安などについて、本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 今後の対策案について、専門家等からは、「変異株も確認されているこ

とから、警戒心を高め、黙食など予防策の徹底が必要」、「移動や飲食の

機会が増加する年度替わりの時期に向けて、更なる感染拡大が懸念される

ため、道民の方々に、引き続き緊張感を持った行動をお願いする必要があ

る」、「集団感染の発生を踏まえた、類似施設等に対する PCR 検査の実施

を検討すべき」といったご意見が寄せられた。 

● また、関係団体からは、道民が前向きに取り組めるようなメッセージの

発信といった意見のほか、ワクチンや変異株に関する取組についてご意見

をいただいた。こうしたご意見については、今後の対応に活かしていきた

い。（以上、総政） 

◯ 感染状況は未だ予断を許さない。特に、変異株への警戒をもう一段高め

る必要がある。これから人の移動や会食機会の増加が本格化するととも

に、ワクチンも高齢者向けの接種の動きが始まるなど、ここからの取組が

極めて重要となる。先日、指示した対応について、改めて本部会議で指示

をする。感染の再拡大の防止に向けて、「感染はいつでも、どこでも起こ

りうる」ことを再認識し、あらゆる機会を活用した注意喚起を行い、今一

度、気を引き締めて、感染防止対策の徹底を図ってほしい。 

● 13 件の変異株の感染が確認されたことから、現状について、札幌市から

報告をいただくこととする。また、高齢者向けワクチンが 4 月から配布さ

れることとなり、その配分先等を含めた対応について、対策本部として共

有する。（保福） 

● 普及啓発の取組として、集団感染の事例集を作成した。また、道議会で

もご指摘いただいた黙食の取組について、丁寧に分かりやすく説明してい

くため、啓発チラシを作成した。市町村や関係団体等を通じて、周知を図

っていきたい。また、若者向けにマンガやイラストを活用した情報発信に

ついて各本部員に協力を呼びかけていく。（総政） 

● 支援金の概要が固まったので、本部会議で共有する。商工会議所等を通

じて、周知をお願いする。全道の事業者に幅広く支援が行き届くように取

り組んでいきたい。（経済） 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3 年 3 月 19 日(金)  11 時 10 分～11 時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、 

保福部長、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「感染の再拡大防止」の改

訂などについて、本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 昨日、知事にご確認いただいた資料について、現在、有識者等に意見照

会中であるが、これまで概ね妥当との意見をいただいている。主な意見と

しては、「道民や事業者に感染リスクを極力低減する行動を徹底するよう 

  メッセージの発信をお願いしたい」、「どの都道府県で行動制限が要請さ

れているか周知が必要」、「『年度末、年度始めにあたっての感染防止行

動』の徹底について、道民 や事業者に改めてメッセージを発信いただきた

い」、「きめ細かな警戒ステージの運用と合わせて、小康状態の地域から

経済を動かすよう市町村を巻き込み、道として取り組んでほしい」、「ど

うみん割の早期再開を希望」などの意見が寄せられたところ。 

● 他都府県の要請についてはホームページで公表するなど、今後の対策に

活かしていく。 

● 昨日、開催された国の分科会では、緊急事態宣言後の対応として、①飲

食の感染対策、②変異株対策、③検査の強化、④ワクチン接種、⑤医療提

供体制の充実の 5 本柱が示された。道としても、感染の再拡大の防止に向

けて、国の対応を踏まえ、感染対策の徹底を図っていく必要がある。（以

上、総政） 

◯ 分科会の尾身会長が、まん延防止等重点措置の適用タイミングを含めて

国のステージ運用の見直しとサーキットブレーカー機能の構築といったこ

とに言及していた。道の警戒ステージの見直しも、国のステージ指標等を

目安として検討することが必要となることから、国の動向を注視しておく

こと。 

● 札幌市のリンクなしの割合が 4 割を超えて、増加傾向にあることから、

注意が必要な状況。 

● 医療者向けのワクチンが第 2 弾として、3 月 22 日の週から道内に出荷さ

れる。高齢者向けワクチンの第 2 弾が 4 月 5 日の週から市町村に配布され

る。 

● 宮城県において感染が拡大しており、保健師等の派遣要請を受けてい

る。道全体として渡島保健所から 3 名、旭川市保健所から 1 名の計 4 名を

交替で派遣することとした。（以上、保福） 

◯ 緊急事態宣言の解除という報道等により、どうしても気が緩みがちにな

るが、ここでの感染の再拡大は何としても避けなければならず、対策の徹

底が必要。これから年度末、年度始めの時期を迎えるにあたり、手洗いや

マスクの着用といった基本的な感染防止活動の実践はもとより、感染リス

クの高いとされる会食の機会が増えるので、飲食の場面における対策につ

いて、繰り返し繰り返し呼びかけ続けることが重要。 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 

 



26 

 

● 緊急事態宣言が終了される中、今後、進学や転勤シーズンが本格化し、

全国各地からの人の移動が一層活発になることが想定されることから、改

めて来道者向けに空港等での啓発をはじめ、本道に移転される方々向けの

注意喚起を実施したい。（総政） 

◯ 札幌市内の感染状況について、新規感染者数やリンクなしの割合などが

増加傾向にあることから、警戒感を高めていかなければならない。しっか

り市と連携してほしい。 

◯ 国の緊急事態宣言は終了するが、道内の感染状況を踏まえ、対策本部は

機動的に開催することとする。 
 

（以上） 
 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 3 月 24 日(水)  11 時 00 分～11 時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、土屋副知事、中野副知事、知事室長、総政部長、保福部長、観光監、 

保福次長、経済次長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 札幌市の感染状況は厳しいものとなっており、道内の感染者数の 60％を

超える割合になってきた。感染拡大の要因分析を含め、札幌市とは現在、

必要な対策について協議を行っている。 

● 道としては、特定の地域において、感染拡大傾向が見られる場合には、

他の地域に波及する可能性が高いと考えられるか、地域における感染の拡

がりが推定されるか、医療提供体制の負荷が高まっているかといった点を

総合的に勘案して、強い措置を講じることとしている。 

● 札幌市の都市構造上、札幌市内の感染拡大は他地域に拡大する傾向があ

ることから、具体的な対策の必要性を協議している。また、変異株によ

り、感染拡大のスピードが速まる恐れも危惧している。（以上、総政） 

◯ これまでの経験から、札幌市内での感染拡大から遅れて他の地域に波及

したことを分かりやすく示せれば、札幌市だけの問題ではないと受け止め

てもらえるのではないか。秋の感染拡大のスピードを見ると、それほど猶

予があるわけではない。また、今回は変異株という新たな要素もある。感

染しやすい可能性を踏まえ、対策が必要となる場合には早めに躊躇なく行

っていくことが必要。 

● 変異株については、道衛研によるスクリーニングの実施率は約 47％とな

っている。10 か所の道立保健所でもスクリーニング検査を実施できるよう

準備を進めている。（保福） 

● 引き続き、札幌市と協議を続け、早めに対応できるよう準備を進めた

い。（総政） 

● 「新しい旅のスタイル」は、札幌市に対する措置の内容によっては、札

幌市を遅らせてスタートさせなければならない可能性もある。この点も併

せて、協議を進めていく。（観光） 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3 年 3 月 25 日(木)  9 時 10 分～9 時 45 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、知事室長、総政部長、保福部長、 

経済部長、観光監、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応について協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 札幌市の新規感染者数は、昨日 24 日には道の警戒ステージ 4 相当の水

準に至った。また、変異株による感染の確認も続き、医療提供体制の負荷

が増加している状況。 

● 札幌市内の感染者の行動履歴を見ると、特定の場所や施設ではなく、知

人との交流といった個人活動、会社、学校など様々な場面での感染が確認

されている。 

● こうした状況を踏まえ、時短要請は行わないこととし、変異株による感

染が多く確認され、感染拡大が急速に進む可能性も考慮し、ステージ 4 相

当の強い措置である「感染リスクが回避できない場合の不要不急の外出・

往来自粛」を要請することとしたい。 

● また、これまで有識者や議会でのご意見を踏まえ、対策の実効性を高め

ていくため、目指す目標を示すなど、分かりやすい情報発信に努めていき

たい。（以上、総政） 

◯ 「感染リスクが回避できない場合」という表現は分かりにくいという声

もあった。 

● これまでの国の分科会等の表現等についても確認し、検討したが、混乱

を避けるためにもこれまでと同様の表現とし、Q&A を作成するなど、丁寧

に説明していきたい。（総政） 

◯ これまでの要請で道民の皆さんのご協力とご理解をいただき、11 月下旬

をピークに減少に転じさせることができたという経験もある。 

◯ 時短は要請しないが、飲食店などを利用する方に対しては、4 人までの

少人数、短時間、深酒せず、大声を出さず、会話はマスクという行動の実

践をお願いしていくことが重要。 

● 新しい旅のスタイルについては、今回の措置を踏まえて、札幌市分の開

始は当面延期することとしたい。（観光） 

● 事業者に対する支援金制度について、国の制度と併せて、商工会議所等

の団体を通じて周知を図る予定であり、各種融資制度やワンストップ窓口

を通じた経営相談等、きめ細かく対応していく。（経済） 

◯ 変異株は感染力が強いと言われている中、札幌市での確認が顕著となっ

ている。全道へのまん延が懸念され、より警戒レベルを上げた対応が必

要。これ以上の札幌市内での感染拡大を防ぎ、全道への拡大を防ぐために

も重要な局面である。しっかり取り組んでほしい。 

● 本日、有識者等への意見照会を行い、明日、本部会議を開催することと

したい。（総政） 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録  

日  時 令和 3 年 3 月 26 日(金)  10 時 00 分～10 時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、知事室長、 

総政部長、観光監、保福次長、経済次長、政策局長、政策局次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、札幌市を対象とした感染防

止に向けた対策などについて本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 

● 「感染の再拡大防止に向けて」等の道案について、専門家及び有識者か

らは、「妥当である」とのご意見をいただいている。なお、「期間を 3 週

間としているが、これまでの対応との一貫性を持たせるため、期間中に目

標が達成された場合は、早期の終了もあり得ることを示すべき。道民のモ

チベーションを保つためにも必要」とのご意見があり、同様のご意見は複

数の関係団体からもいただいたことを踏まえ、札幌市内の新規感染者数と

病床数を目安として、「期間中の解除も検討する」という考え方を明示す

ることとしたい。 

● そのほか、「道民に慣れや疲れが生じていることが懸念され、最近の感

染事例などを基に特に注意すべき行動をわかりやすく伝える工夫を凝らす

べき」、「『また自粛か』と思われないように措置の必要性について丁寧

な説明をお願いしたい」、「最優先課題のワクチン接種のスケジュールに

影響が出ないよう強い措置が必要」、「今が正念場なので、感染抑制のた

め、これまで以上に積極的なアピールが必要」といったご意見をいただい

た。 

● 関係団体、市町村からは、「『対策疲れ』『コロナ疲れ』などによる道

民の感染防止に対する意識の低下を懸念。札幌市と連携の上、道民や事業

者が前向きに感染防止対策に取り組めるようなメッセージの発信をお願い

したい」、「変異株について、感染防止に向けて特に留意する点など、専

門家の知見も踏まえてつまびらかにし、道民や事業者の不安を軽減する取

組をお願いしたい」などの意見が寄せられたところであり、こうしたご意

見については、今後の対策や情報発信に活かしていきたい。 

● また、「『移動する行為自体はリスクが低いこと』と『移動先での過ご

し方によってはリスクが高まること』とを明確に分けた上で情報発信すべ

き」、「このたびの道案は、飲食店等に対する自粛要請がない一方で、公

共交通に対しては多大な損失をもたらすものであり、バランスの取れた効

果的な対策となるよう、再考を求める」というご意見をいただいた。 

● 道としては「感染リスクを回避できない場合」における「不要不急」の

外出自粛を要請するものであり、移動自体にリスクがあるということでは

なく、まさに外出先での様々な場面で感染リスクを回避できるか慎重に考

えていただき、それができない場合は控えていただくことを呼びかけるも

のであることを、丁寧に情報発信していきたい。（以上、総政） 

◯ 今後、さらに感染が広がり、全道へ感染拡大するおそれがあるような事

態となれば、ワクチン接種にも支障が生じるおそれがあるとともに、特措

法に基づく「まん延防止等重点措置」も含め、時短等のより強い措置の検

討も行うことが必要となる。こうした事態に至らないようにするために

も、この 3 週間、感染防止行動の徹底してほしい。 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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● 年度末・年度始めの普及啓発の取組として、今後、人の移動もピークを

迎えることから、大学や短期大学の新入生等に対する啓発チラシを札幌市

とともに作成した。また、体験された方の体験集を新たに作成したので、

ホームページ等を通じて、周知を図り、新型コロナウイルス感染症に対す

る正しい知識や理解を深め、感染防止への取組や差別偏見の防止に役立て

ていきたい。各本部員に協力を呼びかけていく。（総政） 

◯ 変異株は感染しやすいとされ、これまで以上に感染拡大のスピードが速

くなることを懸念。一方で、変異株への対策は、基本的な感染防止行動の

徹底であり、従来の対策と何ら変わることはないので、改めて、これまで

の注意喚起が重要。 

◯ また、モニタリングの PCR 検査について、国などと調整を進め、道内で

の実施を検討すること。 

◯ 札幌市内での外出自粛といっても、これまでと大して違わないのではな

いかとの受け止めもあるのではないかと思う。明日からの協力要請に当た

り、札幌駅などでの街頭啓発などを実施して PR を強化してはどうか。 

◯ 事業者の方々にとっても厳しい状況が続く。商工会などと連携して、各

種支援の周知をきめ細かく行ってほしい。 

● 新しい旅のスタイルについても有識者等に意見照会を行い、概ね賛成と

いう意見をいただいた。主な意見として「小さい範囲から経済を動かして

いかないといつまでも始まらない」、「しっかりした枠組みでこれだけ慎

重にやるということは問題ないと思う」、「最近の感染状況を見ると札幌

を外した方がいいと思う」、「現在の札幌、函館の感染状況が増えている

中、この事業が原因とならないよう、感染状況によっては遅らせるのが良

い、仕組みの中身は良い」「地域内や同居者との旅行でという仕組みは良

い」、「問題なのは道外から来る人や対策を理解してくれない人、制限と

いうよりも、対策を厳しくやっていくしかない」との意見をいただいた。 

● 関係団体や市町村からは、「宿泊業界としては、感染防止の強化など最

善を尽くしていきたいので、早期に事業実施を願う」、「札幌市内でホテ

ル、旅館も大変厳しい状況なので、札幌市の感染状況に応じた緩和措置や

段階的に圏域の解除などをお願いしたい」、「年末からこの 3 月まで観光

事業者は耐えてきた、感染者が少ない地域での小さな旅はいいですよとい

うシグナルの意味で支持したい」といった賛成のご意見をいただいてお

り、他方、「圏域内に限定するとはいえ、旅行の機会を増やし、拡大を助

長することにもなりかねない」、「事業を企画することは到底理解できな

い、慎重な対応をお願いする」といった慎重な対応を求めるご意見もいた

だいた。賛否の両方のご意見をしっかりと受け止め、事業の運用状況に関

する情報共有を図りながら、必要な改善に活かしていきたい。（以上、観

光） 

◯ この「新しい旅のスタイル」を構築するモデル事業は、年度替わりで人

の移動が活発化する中で、事業者と利用者双方が協力して、感染防止対策

を徹底して行うことが必要であり、市町村はもとより、宿泊事業者等の関

係者の皆さんと十分な連携を図り、「北海道の旅行は、日本最高レベルの

感染防止対策をとっている」というアピールするなど、北海道観光の価値

の向上に向けて、事業効果が高まるよう、しっかりと取り組んでほしい。 
 

（以上） 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 1日(木)  11 時 10 分～11時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、中野副知事、総合政策部長、知事室長、保福部長、コロナ監、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

○ 明日の対策本部は新年度最初の会議となる。年度替わりで新メンバーと

なるが、コロナ対策には休みがないので遺漏無いよう対応をお願いする。 

○ また、企業等でも新年度の事業活動が始まるなど社会経済活動が活発化

する。ワクチンの供給も開始されるなど感染拡大防止に向けて重要な時期

となる。 
 

● 本日、宮城県、大阪府、兵庫県に「まん延防止措置等重点措置」が決定

される見込み。注意レベルを上げるためにも、国の動きも見ながら、対象

となった地域との往来自粛を要請していくこととする。（総政） 

○ 道内においては、他県で見られるような急激な感染拡大には至っていな

いが、昨年の経験を踏まえると油断はできない。他県の感染拡大にも十分

警戒していかなければならない 
 

● 変異株の影響により、感染が急速に拡大し、医療提供体制への負荷が急

増する可能性もある。慎重にモニタリングを行い、引き続き、札幌市内に

おける外出・往来自粛の徹底を働きかけたい。 

● 人の移動や会食機会が増加する時期を迎え、特に、年度始めの行事など

における感染防止行動の実践について、改めて普及啓発を実施したい。

（以上、総政） 

○ 札幌市は人の往来が活発であり、札幌市の都市構造を踏まえると、ここ

でしっかりと札幌市の感染を抑制しなければならない。 
 

○ 変異株疑いとなったときには２回ＰＣＲ検査で陽性とならなければ退院

できないなどの対応が知られていない。病床へ係る負荷への影響があるこ

とを理解していただくことが重要。 

○ 一方で、道内では変異株の確認が多いのは、積極的に変異株のスクリー

ニングを実施しているため。道民の安全や健康を守るための努力が誤って

伝わっているように思う。 
 

● 本日から道の特別支援金の申請が始まった。一方で、国の一時支援金の

方が金額も大きく、申告書類も簡素化されたことから、道内事業者の皆様

には、まずは国の支援金の活用を検討いただくことを考えている。商工会

議所等とも連携し、こうした支援金について幅広く周知していきたい。

（経済） 

（以上） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 2日(金)  10 時 50 分～11時 35 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、観光監、政策局次長、 

感染症対策局長、地域支援担当局長、経済次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「感染の再拡大防止」の改

訂などについて、本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 現在、有識者等に意見照会中であるが、概ね妥当との意見を頂いてい

る。その際、「札幌市の感染状況を見ると、外出・往来の自粛は当然」、

「新学期が始まることから１０代２０代の感染防止の徹底が必要」「札幌

市と連携して前向きに取り組めるメッセージの発信をお願いする」「不要

不急の往来自粛要請について対象都府県名とともに今一度周知徹底してい

ただき、移動によるリスクを抑制すること」「どうみん割の再開を可能な

限り早期に」といった意見が寄せられたことから、今後の対策等に活かし

ていくこととする。 

● また、ワクチンについても「混乱を生じさせないよう適切な対応に努め

てほしい」と意見をいただいたことから、引き続き、速やかな情報提供を

行っていきたい。（以上、総政） 
 

○ 「まん延防止等重点措置」においてはカラオケ設備の利用自粛が求めら

れる。道内でもこれまでも昼カラで集団感染が発生している。カラオケ設

備の利用自粛は厳しい措置であり、そうならないためにも、今から利用の

際の注意喚起を改めて実施するべきではないか。 

● 以前も業界団体の協力を得て注意喚起を実施。今回どのような方法が適

切か検討する。（経済） 
 

○ 全国的に感染拡大が続いているが、全国の感染状況と比較すると、道内

は急激な拡大には至っておらず、何とか踏みとどまっている。これは道民

や事業者の皆様が感染防止対策に頑張っていただいているおかげである。

こうしたこともしっかり伝えていきたい。 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 7日(水)  14 時 25 分～14時 50 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、観光監、政策局次長、 

感染症対策局長、地域支援担当局長、経済次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

○ ３月２７日の札幌市内における外出・往来の自粛の要請から約２週間が

経過。全国的に感染が拡大している中、道民の皆様のご協力により新型コ

ロナウイルス感染症は概ね横ばいで推移している。 

○ 一方で、社会経済活動が活発化する時期となり、昨年４月の経験を踏ま

えると決して油断することはできない。 

● 変異株による感染の増加傾向が続いており、慎重にモニタリングを行っ

ている。 

● 特に、札幌市内における入院患者数や重症患者数は増加傾向が続いてお

り、医療提供体制への負荷が増していることに注意が必要。現在、宮城

県、大阪府、兵庫県との往来自粛の徹底を要請しているが、全国的な感染

拡大の動きは慎重に見ていく必要がある。（以上、総政） 

○ 医療機能が集積している札幌市の医療提供体制の負荷の増加は札幌だけ

の問題ではなく、北海道全体の問題としてとらえて、道民の皆様に協力し

ていただくことが必要。 

● 現在、重症化リスクの高い高齢者層の感染が増加していることから注意

喚起が必要な状況。 

● 感染拡大の予兆の探知が必要な時期となっており、変異株に対する検査

や、感染が発生していない高齢者施設等での検査に取り組んでいる。加え

て、旅行者等に対する独自のＰＣＲ検査について詳細の調整を進めてい

る。国のモニタリング検査も活用していきたい。 

● また、来週から高齢者向けワクチンの接種が開始される。（以上、保

福） 

○ ワクチン接種が本格化することから、地域における接種について、万全

の体制でサポートしてほしい。 
 
 

 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 8日(木)  10 時 35 分～11時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 
知事、中野副知事、総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、道内の感染状況について本

部会議に報告することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 専門家及び有識者、関係団体、市町村からは、感染状況等の認識は概ね

「妥当である」というご意見をいただいているが、「３月末から４月初め

にかけての人の移動の多かった時期の影響が心配なので注意が必要」「現

在の対策について強く市民に発信することが必要」「札幌市内の外出自粛

要請、札幌市との往来自粛などの感染防止対策に前向きに取り組んでいた

だけるメッセージの発信をお願い」「道民や事業者の不安を軽減するよう

な取組をお願い」などの意見が寄せられており、今後の対策や情報発信に

活かしていく。（総政） 

● ワクチン接種の本格化を見据え、医学的知見が必要となる専門的な相談

対応のため、今週の土曜日にコールセンターを開設することとした。な

お、住民からの一般的な相談は市町村が対応する。（保福） 

○ 道民の皆様が混乱しないよう、どこに問い合わせすれば良いのか、わか

りやすく広報してほしい。 
 

● カラオケ設備のある飲食店等の集団感染の発生を踏まえ、関係団体等を

通じて、飲食を主として業としている店舗に対して感染拡大防止対策の徹

底を依頼する文書を発信することとした。（経済） 

● 集団感染が発生した上川総合振興局においては、振興局の保健師を旭川

市に派遣するなど集団感染対策に取り組んでおり、市と協力して繁華街の

飲食店に対して注意喚起を行う予定。（総政） 

○ カラオケの利用自粛を要請しなければならない事態に至らないよう、今

の段階で対策を徹底することが重要であり、その趣旨をしっかり伝えてほ

しい。 

○ 大阪府における感染が急増しており、昨日「医療非常事態宣言」が発出

された。まん延防止措置等重点措置区域となっている都府県との往来自粛

を要請しているが、北海道から大阪府をはじめ関西圏を訪問し、感染する

ことにより、関西圏の医療提供体制の負荷を増加させてしまう。特に関西

圏との往来については、慎重に検討いただくことが重要。 
 

● 明日にでも東京都などへのまん延防止措置等重点措置が決定される可能

性がある。（総政） 

○ 正式に決定された場合には、改めて本部会議を開催して必要な対策の見

直しを行ってほしい。また、ゴールデンウイークは人の移動が活発化する

ことから、早急に対応を検討してほしい。 

（了） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 9日(金)  9 時 30 分～10時 10 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、職員監、総政部長、 

知事室長、保福部長、コロナ監、政策局次長、感染症対策局長、 

地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「感染の再拡大防止に向け

て」の改訂を本部会議において協議することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 本日、「まん延防止措置等重点措置」を実施すべき区域として東京都、

京都府、沖縄県が決定される予定。基本的対処方針においても対象地域に

対しては不要不急の都道府県間の移動を極力控えるよう促すことが求めら

れる見込み。道としても、本日、本部会議において当該都府県との不要不

急の往来自粛を要請したい。（総政） 

● 職員も対象地域への出張について慎重に対応することが重要。緊急度等

も考慮した上で、最小限の行動となるよう適切に対応するよう求めたい。

（総務） 
 

○ 「まん延防止措置等重点措置」の対象地域は、医療がひっ迫している地

域。北海道から訪問して感染すると、その負荷を増すことにつながること

から、今は慎重に判断し、行動すること。特に昨日も話をしたが、関西圏

との往来は慎重にも慎重を重ねた検討をすることが重要。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況に

ついて意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 13 日(火)  11 時 00 分～11時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総政部長、 

知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、政策局次長、感染症対策局長、 

地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● ４月１７日以降の対策の取扱いに向けて、札幌市と協議を進めている。

３月２７日以降、若干減少した時期もあったが、最近は再び増加傾向が見

られる。特に感染者の増加以上に入院患者の増加が続いていることから、

引き続き、対策を取っていく必要があると考えている。 

● また、ゴールデンウイークに向けて、警戒レベルを上げていく必要があ

る。ゴールデンウイーク期間中の対策についても検討を進めている（以

上、総政） 

○ 長期に渡る対策において、マスク着用は浸透してきているが、手指消毒

などは一時期と比べると意識が薄れがちになってきているのではないか。 

● 札幌市とは、共同での飲食店の訪問や経済界に対する改めての協力依頼

などの実施について話を進めている。（経済） 

● 教育関係団体とは、基本的な感染防止対策の徹底について、共同のメッ

セージを発出する方向で協議を行っている。（教育長） 

○ 全国的な感染拡大、変異株の増加など、本道を取り巻く環境は極めて厳

しい。札幌市以外の地域はこれまで何とか抑えているが、ゴールデンウイ

ークにおいてより一層対策を徹底していかなければならない。旭川市で感

染者数が増加しており、市と連携して対策に取り組んでほしい。 

● 旭川においては特定の集団感染から連鎖する形で感染者数の増加が見ら

れており、現在、集団感染の抑え込みや濃厚接触者の特定など市への支援

を行っている。（保福） 

● 上川総合振興局においても旭川市と連携した繁華街対策を実施する予定

と聞いており、状況についてはフォローしていく。（総政） 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 14 日(水)  14 時 40 分～15時 15 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、財政局長、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「感染の再拡大防止に向け

て」などの改訂を本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 札幌市と協議を行い、４月１７日から引き続き感染リスクを回避できな

い場合における外出、往来自粛を要請することとしたい。 

● 札幌以外の地域についても、全国的な感染拡大が続く中でゴールデンウ

イークを迎え、更なる対策の徹底が必要であることから、感染防止行動の

実践の徹底や大人数での会食が避けられない場合の旅行の自粛、花見の際

の注意喚起等を行うこととしたい。 

● こうした協力要請に合わせ、札幌市と連携した変異株への監視の強化や

すすきのにおける見回りを実施するとともに、全道域で空港などにおける

来道者に対する注意喚起、教育施設や道立公園における対策の徹底に取り

組んでいく。 

● 期間については５月１４日までの４週間としたい。（以上、総政） 

○ これまでの対策は３週間としていたが。 

● 3 週間にゴールデンウイークの 1 週間を加えて 4 週間とするもの｡(総政) 

○ これまでの３週間､外出自粛等で忍耐を強いられて､これからまた自粛が

続くとなると、これ以上何をすれば良いのかという思いを持つ方が出てく

る。 

○ 昨年１１月からの感染拡大においては、道民の皆様の感染防止行動の実

践により、爆発的な感染拡大を回避し、感染者数を減少させてきた。今も

全国で感染が再拡大する中で道民の皆様に感染リスクを回避する行動を実

践していただいたことにより何とか踏みとどまっている状況。 

○ ここで危機意識をもう一段高めていただき、これまで取り組んでいただ

いた対策を改めて徹底していただくことが感染の再拡大防止につながる。 

● 明日、札幌市長との面談を調整している。知事のお話にあったように、

今必要なのは危機意識を上げて、これまでの対策を徹底していただくこと

が重要であることから、そうした思いを共有できるよう、札幌市と共同メ

ッセージを発出することも検討したい。（総政） 

● ４月１６日から道・市共同での飲食店訪問を実施する。（経済） 

● この週末には医療関係４団体合同での記者会見が予定されている。そこ

での議論を踏まえながら､知事と共同でのメッセージも検討したい。(保福) 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 15 日(木)  10 時 40 分～11時 10 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、財政局長、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「国の基本的対処方針の変

更」などについて本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 専門家及び有識者、関係団体、市町村からは、感染状況等の認識は概ね

「妥当である」というご意見をいただいているが、「毎週のモニタリング

を踏まえ、感染状況が解除基準を下回れば早期の解除も検討すべき。感染

状況が改善しない場合は短期間で対象を限定したアラームの強い措置につ

いても検討すべき」「改めて道民に対して行動変容を強く呼びかけてほし

い」「不要不急の往来自粛要請について対象都府県名とともに道民に今一

度周知していただき、移動による感染拡大リスクを抑制していただきた

い」などの意見が寄せられており、今後の対策や情報発信に活かしてい

く。（総政） 

● 道庁でも４月１９日から「テレワークデイズ２０２１」としてテレワー

クや時差出勤を推進する。テレワークの推進を経済界に対しても呼びかけ

ることとしており、道が率先して取り組み、職員の感染リスクの低減な

ど、感染の抑制に結び付けていきたい。（総務） 

● 来週、学校関連の２５団体で初めての連絡会議を開催する。関係者やそ

の家族に対しても感染防止対策の徹底を呼びかけ、当該関係機関が一丸と

なった取組を進めることとしている。（教育長） 

○ 感染症との闘いが長期化している。こういう時こそ、今一度原点に立ち

返っていただき、基本的な感染防止行動を確実に実践していくことが重要

となる。 

○ 道としても変異株の検査を全国で一番となるくらい実施している。これ

を引き続き実施しながら、飲食店への見回り、空港での情報発信などあら

ゆる場面での啓発に取り組んでほしい。 

○ また、経済団体に求めるだけでなく、テレワーク等は道庁が率先して取

り組まなければならない。全庁一丸となって取り組んでほしい。 
 

● ４月１６日に「まん延防止等重点措置」の対象区域に埼玉県、千葉県、

神奈川県及び愛知県が追加される見込み。追加された場合には、大阪府や

東京都などこれまでの区域に加え、埼玉県、千葉県、神奈川県及び愛知県

との往来自粛についても道民の皆様に改めて協力を要請することとした

い。（総政） 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 16 日(金)  13 時 30 分～14時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、財政局長、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 昨日、国の分科会において、再拡大防止に向けた指標が示され、早期探

知のための考え方などを参考に感染状況について各都道府県でリスク評価

をすることとされた。（総政） 

○ 新たな指標に基づいたモニタリングはすぐに開始し、次回の本部会議に

おいては、新たな指標を踏まえた感染動向を報告するなど、速やかに対応

を進めること。 
 

● 本日、埼玉県、千葉県、神奈川県及び愛知県がまん延防止等重点措置に

追加されることから、不要不急の往来を控えることを要請することとし、

ホームページはもとよりＳＮＳなどで周知を図るほか、市町村や関係団体

に対し、注意喚起の協力についてお願いをしていきたい。（総政） 
 

● 本日と１９～２１日にかけて札幌市内６地域の無作為に抽出した飲食店

を、札幌市と連携して個別に訪問する予定。感染防止対策の呼びかけを行

い、飲食の場面における注意レベルを引き上げていきたい。（経済） 

○ 私も本日の出発式に出席する。飲食の場面における感染防止対策は極め

て重要であり、事業者、利用者双方が危機意識を高めて対策に取り組んで

いただけるよう、札幌市との連携を強化してしっかり取り組んでほしい。 
 

○ 道内では、入院患者も昨日で５００名を超えるなどぎりぎりの状況が続

いている。昨日の本部会議で今後の対策を決定したが、この１か月が本当

に重要な時期。最大限の警戒をしていかなくてはならない。人の移動が活

発になるＧＷにおける感染防止行動の徹底、基本的な感染防止対策を実践

し、定着するよう、市町村や関係団体と連携して取り組んでほしい。 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 19 日(月)  10 時 00 分～10時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、政策局次長、感染症対策局長、 

地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 本日、札幌市の新規感染者数の１０万人あたりの人数が２５人を超える

可能性がある。変異株への置き換わりが進み、新規感染者の増加が続いて

いる。特に、通常のけがや救急救命などへの影響も懸念される事態となっ

ていることに危機感を持っている。 

● 札幌市長も市内の感染者が１０万人あたり２５人を超えるような状況と

なった場合には、「まん延防止等重点措置」を含め、時短等のより強い措

置の検討が必要であると述べている。 

● 全道の感染者の約８割、変異株も８割以上が札幌市内となっている現状

を踏まえると、市内の感染を抑制していくことが重要。（以上、総政） 

○ これから人の移動が活発化するゴールデンウイークの期間を迎え、最大

限の警戒が必要。これまで感染防止行動の徹底をお願いしてきたが、市中

感染が広がっている札幌市内の感染状況を踏まえると、これまでとフェー

ズを変えていくことが必要。 

● 札幌市内において人との接触機会の低減を徹底していくことが必要。

（副知事） 

● 現在、札幌市とは夜間の人流を抑える観点から、飲食店における時短要

請について、支援金の考え方を含めて協議を行っているところ。（経済） 

○ 全国的に感染拡大が続く中で、これからゴールデンウイークを迎える。

これまでの対策の一層の強化が必要であり、接触機会の低減に向けては、

あらゆる対策の検討を行うとともに、まん延防止等重点措置についても、

札幌市と認識の共有を図りながら、国との情報共有をより一層密にしてい

くこと。 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 21 日(水)  15 時 00 分～15時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、財政局長、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 本日の秋元札幌市長との意見交換を踏まえ、ゴールデンウイーク期間中

の特別対策として、一段強い措置を実施する方向で有識者等のご意見を伺

っていきたい。 

● 札幌市内の感染状況は市中に感染が広がっていることから、これまでの

感染リスクの回避を徹底する段階から、人との接触機会を抑える段階と位

置づけて、外出自粛については「感染リスクを回避できない場合」という

条件をとり、一律の外出自粛を求めることとする。 

● また、先日の知事の指示を踏まえ、国の分科会で示された新たな指標に

基づくモニタリングについて、今回の本部会議から共有することとした。

（以上、総政） 

● 人との接触機会を低減させ、特に感染リスクが高いとされる飲食の場

面、夜間の人流を抑える観点から、札幌市内全域を対象に飲食店の営業時

短を検討。具体的には、期間は準備期間を考慮し、４月２７日からとし、

お酒の提供は午前５時から午後８時まで、営業時間を午前５時から午後９

時までとしたい。 

● 支援金については、国において取扱いを見直したことから、売上高など

に応じた額を支給する方向で調整している。また、札幌市においてコール

センターを設置して対応する方向で調整している。 

● また、国の制度などを活用し、きめ細かな対応を行っていきたい。（以

上、経済） 

○ 営業時間の短縮のみに関心が集まり、日中の外出は問題無い、といった

受け止め方をされてしまうことに注意が必要。実際に他県では、昼間の外

出が減らない、路上で飲酒する、といった事例が見られている。 

○ 外出自粛の実効性を高めるためにも、出勤者数の抑制、公共施設の利用

制限など、緊急事態措置やまん延防止等重点措置のうち、前倒しでできる

ものについて検討を行い、独自に取り組んでいくことが必要。 

● 公共施設の利用制限についても札幌市と協議をしている。道としては、

札幌市内の１３の道立施設について、知事公館など４つの施設を休館とす

る。他の施設も感染対策を再徹底するなどした上で、利用時間の短縮など

を実施する。（総務） 

● 学校の部活動において集団感染が広がった事例もあり、学校が必要と判

断した場合を除き、部活動は原則中止とする方向で検討。 

● また、１月から延期した成人式を５月に開催する市町村がある。式典に

おける感染対策はもとより、式典前後の飲食の自粛などについて注意喚起

を行っていく。（以上、教育） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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○ 道全体の新規感染者数が１０万人あたり１３人を超える状況となった。

まん延防止等重点措置が適用となった場合には、飲食店の見回りなど体制

の整備が必要。新たにどのような対策が必要となるのか検討を行うととも

に、札幌市とも改めて認識を共有し、すぐに動けるよう準備を進めておく

こと。 

● 国とは、道内の感染状況等について共有を図っている。他県の事例を見

ると、これまで国のステージ３相当を超えても、すぐにはまん延防止等重

点措置の適用とはなっていない例が多いが、引き続き、国との連携を図っ

ていきたい。（総政） 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  



43 

 

コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 22 日(木)  15 時 00 分～15時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、観光監、財政局長、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長、教育部長他 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 現在、ゴールデンウイーク特別対策について、有識者、専門家等に意見

照会を行っている。道内の感染状況等は厳しい状況が続いており、明日対

策本部を開催して、速やかに対策に取り組んでいきたい。（総政） 

● 経済団体と連携して、出勤者削減の取組を進める。テレワークや休暇の

取得促進に加え、時差出勤など、接触機会の低減に繋がる取組も積極的に

推進していきたい。（経済） 

● ４月２３日に「子供たちの命と学びを守る共同宣言」を教育関係機関２

５団体と連名で発出する。各振興局においても教育局等と連携の上、感染

防止に協力いただくようお願いする予定。（教育） 

○ 全国的な厳しい感染拡大、市中感染が広まっている札幌市内の感染状況

を踏まえ、人と人との接触機会を低減させていく段階である。実効性を高

めていくため、緊急事態措置等も一部先取りした対策をパッケージとして

取り組んでほしい。 
 

● 「新しい旅のスタイル」が４月末で終了予定。これまで、宿泊事業者に

おける感染防止対策はしっかりととられており、感染意識の向上や感染防

止行動の実践にも寄与している。一方で、感染防止策への意識付けが必要

な利用者も一部存在しており、黙食・黙浴などをさらに徹底する必要があ

る。こうした状況について整理し、今後の対応について検討する。（観

光） 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 23 日(金)  10 時 30 分～11時 15 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、総務部長、総政部長、 

知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、財政局長、政策局次長、 

感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「感染の再拡大防止に向け

て」などについて本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 本日開催される政府対策本部において、緊急事態宣言が発令され、４月

２５日から５月１１日までの１７日間、東京都、京都府、大阪府及び兵庫

県が対象区域とされる予定。 

● 緊急事態宣言の発令に伴い、基本的対処方針の内容が大きく変更される

動きがある。特にこれまで実施されてきた「まん延防止等重点措置」の内

容についても強化される見込み。（以上、保福） 

○ 本日、１０万人あたり１５人を超える状況となった。札幌市における厳

しい感染状況等に鑑み、まん延防止措置等重点措置について、国の要請に

向けて、速やかに検討を進めてほしい。特に、本日変更となる基本的対処

方針の内容を踏まえ、改めて札幌市と協議を行うことが必要。しっかりと

検討を進めてほしい。 

● ゴールデンウイーク特別対策について、有識者、専門家、市町村、関係

団体からは概ね妥当という意見をいただいている。 

● 「より丁寧な説明で感染対策の強化について理解を求めることが大切」

というご意見をいただいたことから、対策の考え方に「できる限り外出や

往来を控える」という表現を加えて周知に努めたい。他にも「ゴールデン

ウイークは子供向けのイベントも多く感染防止対策の徹底などの注意喚起

が必要」という意見もいただき、大規模な集客施設における感染防止対策

の徹底についてもお願いすることとしたい。 

● また、市町村や関係団体からは「「まん延防止等重点措置」の適用は国

のタイミングに遅れないように」との意見のほか、「テレワークや時差出

勤は数値目標を設定し取り組むなど効果的な対策が必要」との声が寄せら

れた。「まん延防止等重点措置」は基本的対処方針の変更を踏まえ、札幌

市との協議を進めていきたい。テレワーク等については意見を踏まえ、６

割の実施という目標を明記することとした。 

● 公共施設に関する記載内容について指摘があったので、道立及び市立施

設の取組であることを明記したほか、「部活動について学校が必要と判断

する場合の中に練習試合を含めてほしい、周知や準備期間について考慮し

てほしい」といった意見をいただいたことから、準備期間や判断の参考と

なるような事例も追記することとした。その他の意見についても、今後の

対策に活かしていきたい。（以上、総政） 
 
 
 
 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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○ 全国的な感染拡大は深刻化しており、警戒をより一段高めていくことが

必要。人の移動が活発化するゴールデンウイークの期間には最大限の警戒

をしなければならない。特にこのたびの対策は、これまでの対策とは目的

が大きく異なることにご理解をいただくことが必要。 

○ また、道内各地でも、引き続き、感染が確認されており、決して札幌市

内だけの問題ではない。札幌市から全道への拡大を防ぐためにも、危機感

を道民全員で共有しなければならない。 

○ 最近の感染事例においては、普段一緒にいない友人同士の会食からとい

た行動歴が確認されており、感染リスクの高い飲食の場面についても、引

き続き、注意が必要。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 26 日(月)  15 時 00 分～15時 45 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、観光監、財政局長、 

政策局次長、感染症対策局長、地域支援担当局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「感染の再拡大防止に向け

て」などについて本部会議に諮ることとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 4 月 24 日からゴールデンウイーク特別対策が開始した。飲食店の営業時短要請

が 27 日からであり、24､25 日の２日間の人流は大幅な減少には至っていない。 

● まん延防止等重点措置について、今般の政府の基本的対処方針の見直しによ

り、終日酒類提供を行わないよう要請することなど緊急事態措置に近い非常に強

い措置が盛り込まれた。国に要請を行う場合には、道としての措置の考えを示す必

要があると考えており、札幌市とも調整を進めていく。慎重にモニタリングを行いな

がら、速やかに対応できるよう検討を進めていきたい。 

● 明日から時短要請が始まる。また、２９日からゴールデンウイークも始まることか

ら、明日対策本部を開催し、本部員で「まん延防止等重点措置」の検討状況を共

有するとともに、特別対策の徹底について改めて認識を一つにして取り組むことと

したい。（以上、総政） 

○ 現在、強い措置を実施しているが、「まん延防止等重点措置」の要請を行う必要

がある場合に、躊躇無く実行に移せるよう、万全の準備を進めてほしい。 

○ 人との接触機会の低減に向けては、道職員が率先して取り組んでいかなければ

ならない。ゴールデンウイークの機会を活用して連続した休暇を取得するなど、出

勤抑制を徹底してほしい。 

● 「新しい旅のスタイル」について、４月の実施状況を取りまとめた。約 3,500 通の利

用者アンケートでは、宿泊施設の感染防止対策については、満足・やや満足の割

合が 97％となった。残りの３％の理由としては、他の利用者の感染防止対策への

意識徹底を求める意見が約 46％となった。宿泊事業者における感染防止対策は

しっかりと行われており、利用者の評価も高いが、一方で、利用者の黙食・黙浴な

どを更に徹底させる必要があると考えている。 

● 不要不急の都道府県間の移動の自粛や札幌市との往来自粛を呼びかけている

ところであるが、強制力を伴うものではなく、ゴールデンウイーク中には、多くの旅行

者が来道する可能性ある。ここでしっかり感染防止対策の更なる徹底、定着を図

り、感染症に強い北海道観光のモデルを促進していくことが必要。新たな対策を加

えた上で、新しい旅のスタイルの取組継続について、専門家・有識者の意見を聞

いた上で判断していきたい。（以上、観光） 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 27 日(火)  10 時 00 分～10時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、本部会議でモニタリング状況

などについて情報共有することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 感染状況等について、有識者等から概ね妥当であるとのご意見をいただい

た。その際、「感染者数が減らない時には速やかにまん延防止等重点措置を

国に要請すべき」「ワクチン接種の協力についてわかりやすい言葉で伝えて

ほしい」という意見が寄せられた。 

● 札幌市とまん延防止等重点措置の具体的措置について検討を進めている。

特に、酒類提供、大規模集客施設、市内交通の扱いなどの調整が必要となっ

ている状況。（以上、総政） 

○ まん防の措置は、緊急事態措置に近い非常に強い措置となる。札幌市とし

っかり協議を行い、万全の準備を進めてほしい。 

● 現在の措置も社会経済活動を大きく制約する強い内容である。まん延防止

等重点措置のみに注目が集まるが、その検討と並行して現在の措置もしっか

り取り組んでいくことが大切。（副知事） 

● 本日から、飲食店の時短要請が始まる。飲食店の見回りなど札幌市と連携

して取り組んでいきたい。（経済） 

○ 現在お願いしている外出自粛や札幌市との往来自粛、時短などの対策の目

的や意味について改めてご理解をいただけるよう、しっかりと啓発に取り組

んでほしい。 
 

● 札幌市内の医療提供体制の極めて厳しい状況を踏まえ、道、札幌市、医療

関係団体と連名で「医療従事者からの緊急メッセージ」を発出することとし

たい。行動変容につなげていただくため、医療関係団体の声を伝えていきた

い。（保福） 

○ 自粛疲れという声も聞かれる。様々な形で現状をお伝えして、一人でも多

くの方に行動変容につなげていただくことが大切。自分もビデオメッセージ

などできることはどんどんやっていきたい。 
 

● 「新しい旅のスタイル」について、専門家、有識者のご意見を伺った。専

門家等からは、「札幌市を除く条件であれば、５月の継続はやむを得ない」

「利用者アンケートのやや不安・不満の項目に他の利用者の態度があげられ

ているのは、感染防止対策への意識が高まっている証拠。新しい旅のスタイ

ルの定着のためであれば、施設側も利用者側に声をかけやすいのではない

か」といった意見が寄せられ、多くの皆様の賛同をいただいた。札幌市を対

象外とした上で、その他の５つの圏域の実施期間を約１か月延長したい。

（観光） 
 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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○ 札幌の感染状況が厳しい中での延長となることから、域内の移動や家族に

限定していることなど事業内容を正確にご理解いただくことが大切。誤解を

生まないよう丁寧に情報発信してほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 4 月 28 日(水)  13 時 10 分～13時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 時短要請を開始した昨日と１週間前の人流を比較すると、すすきの地区

の夜間については、大きく減少している。一方で、日中については、大き

な減少には至っていない状況。 

● 特別対策について、ホームページやＳＮＳによる発信のほか、チカホや

駅などでのポスター掲示・デジタルサイネージ、街頭ビジョン、関係団体

を通じた周知など様々な媒体や手法により周知を行っている。パトロール

強化など道警にも協力いただいている。（以上、総政） 

● 昨日、札幌市内飲食店の営業時間短縮の調査を実施し、概ね８５％程度

の事業者が時短に協力いただいていることを確認した。（経済） 

○ 日中の人流を減らしていくことが必要。札幌市内において、生活や健康

に関わる場合を除いて外出を控えていただくことを改めて徹底していかな

くてはならない。また、日中の人流を抑えるために今すぐにできることに

取り組んでいく必要がある。公共施設の休館など対策の強化の検討が必要

である。 

○ 明日からゴールデンウイークが始まる。万全の体制を整え、人流が減少

せずに、感染の拡大が抑えられない場合には、連休中であっても、まん延

防止等重点措置、緊急事態措置を含めた中で強い措置を検討しなければな

らない。札幌市及び国との協議を進め、あらゆる事態を想定した準備を行

ってほしい。 
 

● 生徒児童の新規感染者が増加し、集団感染も続いていることから、部活

動の原則中止の取扱いなど学校における対策の徹底について、改めて、各

教育委員会及び市町村に通知したい。（教育） 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年４月 30日(金)  10 時 40 分～11時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、職員監、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 昨日は休日となった影響もあり、外出自粛の要請前と比較し、日中の人

流は減少が見られたが、傾向としては大きな減少には至っていない。夜間

については、札幌駅、すすきの駅において大きく減少している。日中にお

ける人との接触機会を更に一層低減させることが必要な状況。（総政） 

● ゴールデンウイーク特別対策を一段と強化するため、札幌市内の全１３

の道立施設を原則休館することとしたい。既に予約されている場合は料金

を払い戻す旨の説明をした上で利用自粛に協力を求めていく。また、相談

業務は電話等で継続して実施していくことを検討している。（総務） 

● 国の分科会において、緊急事態措置及び重点措置区域以外の都道府県の

イベントの開催制限について、当面６月３０日まで現行どおりとすること

とされた。道としても国の方針を踏まえた対応とする。（総政） 
 

○ 極めて厳しい感染状況となっている。道民の皆さんにお願いしている外

出自粛は、まん延防止等重点措置及び緊急事態宣言の対象地域と同じ強い

要請である。この対策について、これまで以上に徹底することが必要であ

る。人流の減少が、新規感染者の減少に繋がるまでには一定の期間が必要

であるが、それを待つのではなく、感染状況及び人流の動向を慎重に見極

めながら、速やかに対応できるよう札幌市及び国との協議を加速してほし

い。 

● 三重県や岐阜県がまん延防止等重点措置の要請をしているが、対策の状

況を見極めるとされており、対象地域にはなっていない。まん延防止等重

点措置がどのような場合に適用されるのか、必ずしも明確になっておら

ず、引き続き、国と情報共有を図りながら、現在の強い措置を徹底した上

で、札幌市との協議を加速していく。（総政） 
 

○ ワクチンの接種について、総理から７月末までに高齢者向けを終える旨

の言及があった。スケジュールが不透明であるなど準備作業が困難な中

で、感染リスクが高い高齢者の方々に一日も早くワクチンを接種していた

だくため、これまで以上に国との連携を密にしながら、万全の体制で市町

村への支援をすること。 
 
 
 
 
 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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● 感染状況等について、専門家等から概ね妥当であるとの意見をいただい

ているが、その際に「感染源を特定して、感染拡大を強力に抑えることが

大切。若年層など、行動変容が特に必要な者にしっかりと伝えてほしい」

「まん延防止等重点措置の国への要請を速やかに判断する必要がある」

「道民がより一層の危機感を持ち、主体的に感染抑止に向けた行動を取

り、この局面を乗り越えていかなければならない」といった意見が寄せら

れた。（総政） 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 3日(月)  10 時 00 分～10時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 昨日は札幌市が２４６人と新規感染者が急増し、道全体としても過去最

多の３２６人となった。４月２７日の時短以降約１週間経過し、人流は一

定の減少が見られるが、なかなか減少が見られない時間帯やエリアもあ

る。 

● 福岡県が５月１日に「まん延防止等重点措置」の要請を行ったが、国と

して具体的な動きはない。（以上、総政） 

○ 昨日、西村大臣と直接話をした。札幌市と北海道の極めて厳しい感染状

況や医療提供体制について伝え、危機感を共有した。札幌市長の意向もお

伺いした上で、「まん延防止等重点措置」を含めた中でのより強い対策を

実施していく必要がある。 

● 国の判断までに時間を要することから、現在の厳しい状況を踏まえる

と、「まん延防止等重点措置」の措置を独自に前倒しして実施する必要が

ある。（副知事） 
 

● 飲食店の時短の前倒しについては、支援金なども含めて札幌市と協議を

行っている。また、出勤者数の７割削減についても先行して実施していく

必要がある。（経済） 

● 札幌市は市立施設の休館や夜間のライトアップの休止などについて実施

していく意向であり、本日の面談を踏まえ、そうした対策も含めて、独自

対策としてまとめていきたい。（総政） 
 

● 札幌市内の即応病床は９割が埋まっている状況。非常事態とも言える状

況であり危機感を伝えるための強いメッセージを発信する方向で調整して

いる。（保福） 
 

○ 市長会長、町村会長にも、札幌市の極めて厳しい現状を踏まえ、札幌市

への往来を控えていただくことについて、改めて協力のお願いをしていき

たい。 
 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 5日(水)  10 時 00 分～10時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 

感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「まん延防止等重点措置」の

国への要請及び「感染の再拡大防止に向けて」の改定について本部会議におい

て協議することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 
 
 

● 昨日、専門家及び有識者等に感染状況や追加の対策について意見を伺っ

た。概ね「妥当である」というご意見をいただいているが、「テレワーク等

について、しっかり進めてほしい」「まん延防止等重点措置について速やか

に国に要望すべき」「５月１１日までの期間は短い」「カラオケを禁止する

など感染の機会があったところに対策を集中すべき」「往来自粛の具体的な

内容をわかりやすく伝えてほしい」といったご意見をいただいた。カラオケ

について対策に反映するとともに、その他の意見についても周知徹底など丁

寧な説明をおこなっていきたい。 

● また、感染状況等について概ね妥当との意見をいただいたこともあり、本

日の本部会議において、「まん延防止等重点措置」の国への要請、道独自の

強い措置の実施について協議することとする。（以上、総政） 

● 時短の要請について、まん延防止等重点措置適用となると支援金の額は１

日３万円となる。道としてはまん延防止等重点措置適用前ではあるが、国の

基準を踏まえて、支援金を支給する方向で調整を進めている。 

● 周知期間が短くなるが、混乱を招かないよう札幌市と連携して丁寧な説明

を行っていく。（以上、経済） 

○ 札幌市の感染者が全道の７割以上を占め、全道の感染者数を大きく押し上

げている状況の中、「まん延防止等重点措置」は地域を限定した最も強い措

置となるが、現時点で直ちに適用される状況にはない。 

○ 全国的に緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が５月１１日までとなって

いる。１１日までとなっている道の特別対策にしっかり取り組みながら、全

国的な動向も見極め、５月１２日以降の対策についても、具体的な検討を進

めること。 

○ 「まん延防止等重点措置」の適用を受けた場合には、人数制限や営業時間

短縮などより強い要請を行うこととなる。集客施設やイベントに対して、感

染防止対策の徹底を働きかけていきながら、関係団体を通じた周知徹底など

準備を進めてほしい。 

● 本日、札幌市や医療関係団体と連名で｢札幌市医療非常事態宣言｣を発出

し、札幌市内におけるできる限りの外出・往来の自粛や飲食の場面における

感染者リスクの低減について市民の皆様に呼びかける。（保福） 

○ 札幌市以外の地域においても強い危機感を共有し、札幌市との往来を控

え、地域における感染防止行動の実践することを徹底すること。 

（了） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 7日(金)  9 時 15 分～9時 45 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 本日夕刻の政府対策本部において、本道が「まん延防止等重点措置」の

対象地域となることが決定される見込み。 
 

● 前回、国の基本的対処方針の内容が大きく変更となった。今回も基本的

対処方針にどのような修正が行われるか見極めた上で、具体的な措置につ

いて、有識者等に意見照会を行うこととしたい。（以上、総政） 
 

○ 昨日、西村大臣と話し、札幌市がかなり厳しい状況にあり、北海道全域

に拡大する恐れがあるという状況とともに、「まん延防止等重点措置」に

基づく強い措置を取る必要があることについて認識を共有した。 
 

○ 基本的対処方針の変更により、「まん延防止等重点措置」は地域を限定

した緊急事態措置とも言える極めて強い措置となった。何としても札幌市

内における感染拡大を食い止め、全道へのまん延を防いでいくことが必

要。 
 

● 酒類提供自粛については、居酒屋やバーなどにとっては実質的に休業要

請と同じであり、事業者に対する影響が大きい。一方、昼間の人流が減少

しておらず、現在の厳しい感染状況を踏まえ、昼の人流をさらに減らすた

めにも、酒類提供の終日自粛を要請する方向で最終調整している。なお、

卸業者等への支援についても検討しなければならない。（経済） 
 

● 運動会や修学旅行などの学校行事について、中止、延期、縮小を要請す

ることで調整している。（教育） 
 

○ 石狩振興局管内も感染者の増加が見られる。札幌市との往来の多い地域

であり、必要な対策について検討してほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 8日（土)  11 時 00 分～11時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 

感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「『札幌市医療非常事態宣

言』を踏まえた重点措置」及び「感染拡大防止の取組」について本部会議に

おいて協議することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 「重点措置」の内容等について、有識者等から概ね「妥当である」とい

う意見をいただいた。その際、「ワクチン接種体制の構築、早期接種が重

要」「テレワークや時差出勤は札幌市役所や道庁が先例を示すべき」「強

いメッセージの発信や効果的な広報活動をお願い」といった意見をいただ

いており、今後の具体的な取組や丁寧な情報発信などに反映していく。な

お、「テレワーク等の目標が分かりにくい」との意見があったことから、

表現を修正することとする。（総政） 

● 事業者に対する支援金については、国の基準額を踏まえて調整する。

（経済） 

● 今後、飲食店等は特措法の過料の対象となる。一方で、すぐに過料を課

すのではなく、口頭や文書での行政指導を経た上での手続になる。見回り

などをしっかり行い、丁寧に説明を行っていく。（保福） 

● 石狩振興局においては、今回のまん延防止等重点措置を踏まえて、事業

所等に対し、必要な感染防止対策の働きかけを行っていく。（総政） 

○ 飲食店等に対しては、過料の対象となる強い要請となる。皆様にご理解

とご協力をいただけるよう、これまで以上に札幌市と緊密に連携を図り、

見回りなどの対応に全庁をあげて取り組むこと。 

○ 石狩振興局のみならず、各振興局においても、札幌市との往来をできる

だけ控えること等を改めて徹底してほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 10 日（月)  10 時 50 分～11 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、中野副知事、教育長、総政部長、知事室長、地域振興監、保福部長、 

コロナ監、経済部長、観光監、財政局長、政策局長、政策局次長、 

感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● ５月８日から全道の新規感染者数が最多を更新し、札幌市以外の地域に

おいても急速に感染が広がっている。通常であれば週末や月曜日の感染確

認は少なくなるが、既に多くの感染者が出ている。９日には、札幌市以外

の新規感染者数も警戒ステージ４の目安となる１０万人あたり１５人を超

えた。（総政） 

● 変異株の置き換わりが相当程度進み、感染拡大のスピードが早くなって

いる。また、その範囲も大きく広がっている。札幌市周辺の地域では市中

での感染が広がっている状況と言える。 

● 札幌市の医療は既に限界と言える状況であるが､全道各地で感染拡大が

進み、地域の医療提供体制はもともと脆弱なところが多く、基幹病院の病

床使用率も上がっている。今後、更なる患者の急増が続くと札幌以上にひ

っ迫した状態になることが想定される。このため、本日、全道の病床につ

いて最高レベルのフェーズ３への移行することとする。（以上､保福） 

● 変異株の置き換わりが進んでおり、市中での感染も広がってきている。

さらに、医療提供体制の厳しい状況を踏まえると、少なくとも全道で外出

自粛を要請する段階にきているのではないか。（副知事） 

● これまで札幌市が全道の感染者数を押し上げてきたが、札幌市以外の感

染者数が１０万人あたり１５人を超えたことから、全道の警戒ステージの

移行についての検討が必要な状況。（総政） 

○ 一段と厳しい局面になってきたものと認識。まずは、札幌市内において

外出を控えていただく。そして、札幌市外への移動を控えていただく。こ

のことを徹底しなければならない。 

○ 札幌市以外の方々においても、札幌市への移動を控えていただくことを

併せて徹底していかなければならない。変異株に置き換わりが進んでいる

ということは、どこでも急速に感染が拡大する恐れがある。札幌市以外の

地域でも、人と人との接触を抑えていかなくてはならない局面にきてお

り、全道で外出を控えていただくことについて検討を進めてほしい。これ

は強い要請となり、影響も大きい。市町村長のお考えをお伺いした上で判

断していきたい。 

○ また、札幌市に隣接し感染が拡大している地域等については、より強い

対策が必要。そうした対策についても関係する市町村長との協議を進めて

ほしい。 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 12 日（水)  10 時 40 分～11 時 20 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 札幌市内の人流については、一定程度減少が見られているが、ゴールデン

ウイーク期間中は昨年の２倍程度となっていた。 

● 全道域での不要不急の外出自粛について、市町村は概ね賛成となってい

る。また、感染が拡大している地域については、飲食店の時短など、より強

い措置についても協議している。感染状況に加え、市町村長のご意見、人流

などを踏まえ、具体的な措置について検討を進めている。（以上、総政） 

● 道民の皆様と危機意識を共有していくため、北海道市長会、北海道町村

会、北海道医師会と連名で全道を対象とした「北海道医療非常事態宣言」の

発出について、タイミングも含めて検討している。（保福） 

● 時短営業を要請している札幌市内の飲食店に対して、本日から感染防止対

策の実施状況について見回りによる確認を行い、働きかけを行っていく。

（保福） 

○ 全道域で対策のフェーズが変わってきた。感染が急速に拡大している地域

においては、札幌市に加えてまん延防止等重点措置の対象区域とすることも

含めて検討してほしい。 

● 札幌市は市限定の緊急事態宣言を発出できないかとの意向を有している。

（副知事） 

● 緊急事態宣言は、基本的には都道府県を単位として国が発令するものとさ

れている。 

● 緊急事態宣言となると、酒類を提供する飲食店等に休業要請を行うことと

なる。仮に緊急事態宣言が全道一律の措置を求められるとなると、全道で休

業要請を行わざるを得ない。（以上、総政） 

● 運用が明確になっていない。法律の趣旨からは、都道府県を単位とするの

が通常の解釈となるが、札幌と同様の措置を全道で一律適用させるのは地域

の理解を得られないのではないのか。（副知事） 

● 広大な北海道は地域ごとに感染状況が異なっている。地域特性を考慮し、

知事の判断で地域を限定した取組を行うなど、運用の考え方を明確にするよ

う働きかけているところ。（総政） 

○ 引き続き、緊急事態宣言の運用について明確化するよう国に求めていくと

ともに、緊急事態宣言となった場合も想定した検討を行ってほしい。 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 13 日（木)  19 時 00 分～19 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

● 全道各地に感染が広がっている状況を踏まえ、全道をステージ４とし、

外出自粛といった強い措置を講じていくこととする。 

● 特に、札幌市との往来などにより感染が拡大している石狩振興局管内及

び小樽市については、札幌市と同様の措置を講じていく必要がある。ま

た、感染拡大が一定期間継続している旭川市について、道北の中核地域で

あり、道北の医療の中心でもあることから、他への波及も考慮すると、こ

こで強い対策を取ることが必要。 

● これらの地域については、まん延防止等重点措置を実施する区域に追加

する方向で、有識者等に対する意見照会や国との協議を行っていく。(以

上、総政) 

● 全道域での外出自粛等の措置が実施される場合は、「新しい旅のスタイ

ル」については、全道で事業を停止する。（観光） 

● 札幌市については、本日、市の本部会議が開催され、札幌市長から「今

すぐにでも「緊急事態宣言」を発令すべき状況にあることから、国や北海

道への働きかけを行う」旨の発言があった。（以上、総政） 

○ 札幌市長の意向を改めて直接確認する。その上で、本日の議会議論も踏

まえ、札幌市を対象とした緊急事態宣言の発令を国に求める。札幌市が感

染の中心であり、全道の感染状況が一様ではないことを強く主張してい

く。 
 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 14 日（金)  11 時 15 分～11 時 45 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 
 

○ 今朝、西村大臣から、分科会における意見を踏まえ、北海道についても

緊急事態宣言を発令することとなったと連絡があった。緊急事態宣言は都

道府県を単位として発令されるが、西村大臣は「北海道は広いので特別な

対応が必要」とも言っており、本道の広域性を踏まえ、地域を限定した重

点的な対策を至急検討してほしい。 

● 今夕の政府本部会議で決定される見込みであるが、国の基本的対処方針

がどのようなものとなるのかを見た上で、措置内容を検討する。 

● 小樽市、石狩振興局管内及び旭川市について、｢まん延防止等重点措置｣

の枠組みが無くなることから、感染状況等を踏まえ、札幌と同様の措置を

取る方向で検討する。 

● その他の地域についても、感染者が増加している地域もある。感染状況

等を踏まえ、札幌市、石狩振興局管内、小樽市、旭川市とそれ以外の区域

を分けて、対策を検討していく。（以上、総政） 

● これまでの基本的対処方針に基づくと、札幌市等においては、酒類及び

カラオケ設備を提供する飲食店に休業を求めることになる。大規模集客施

設の休業の取扱いについて検討が必要。支援金の取組も含めて検討しなけ

ればならない。（経済） 

○ 検討の時間も限られている。道民、事業者の皆様の準備の時間も考慮

し、できるだけ速やかに検討を進めてほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 14 日（金)  15 時 30 分～16 時 15 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 緊急事態宣言の発令を踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 
 

● 緊急事態宣言の発令を踏まえ、道における警戒ステージを５に移行し、全

道域で人と人との接触を徹底して抑えるための対策を講じていくこととし、 

全道の皆様に「できる限り外出を控えていただく」「外出しても夜８時ま

で」とする要請を行うこととする。 

● 緊急事態宣言は全道が対象となるが、本道の広域性を踏まえ、札幌市、石

狩振興局管内、小樽市、旭川市について、地域を限定した重点的な対策を実

施する。 

● 現在、全国知事会から情報提供のあった基本的対処方針に基づき、札幌市

等と措置内容についての協議を進めており、対処方針における最も厳しい措

置を取る方向で調整している。 

● そのうち、大規模集客施設については、時短の要請に加えて、人の動きを

抑制する観点から、土日祝日の休業を要請する方向。 

● その他の地域については、感染拡大の主な起点と指摘される飲食の場面に

おける人との接触機会を減少させるため、飲食店等の時短を要請する。 

● 公立施設について、道立施設については全道で原則休館とする。市町村立

施設については、札幌市、石狩振興局管内、小樽市、旭川市は原則休館、そ

の他の地域は感染状況や施設の目的を踏まえて、順次休館等を検討いただく

こととしたい。（以上、総政） 
 

● 教育関係では、全道において学校行事の中止・延期・縮小や部活動の原則

中止とすることとし、札幌市等については、それらに加えて、分散登校とオ

ンライン学習を組み合わせたハイブリッドな学習の実施を進めていく方向で

調整している。（教育） 
 

● 引き続き調整を進め、基本的対処方針の確定を踏まえ、有識者等のご意見

を伺うとともに、国との協議を行っていきたい。（総政） 
  

○ 私権の制限に繋がる非常に強い措置となる。できる限り丁寧な手続を取り

ながら、かつ、できるだけ市町村や事業者の方々が準備時間を取ることがで

きるよう、速やかに進めてほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 15 日（土)  10 時 40 分～11 時 20 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「北海道における緊急事態措

置」について本部会議で協議することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 道の考え方について、有識者、専門家等から概ね妥当と意見をいただいて

いる。その際、「ワクチン接種の体制整備、幅広なＰＣＲ検査対応を推進し

てほしい」「事業者は出勤７割削減などの一般的事項は意識していないので

一層の周知が必要」といった意見をいただいた。 

● なお、特定措置区域と措置区域の区分けについては、「特定措置区域によ

り強固な対策を重点的に実施することは必要」といった意見をいただくなど

妥当であるとの反応であるが、２つの市町村から「全道一律の措置とすべ

き」という意見もあった。 

● その他「飲食店等に対する営業時間短縮要請の開始時期など事業者の混乱

が生じないよう迅速・丁寧な周知が必要」「緊急事態措置のアナウンス効果

を高めることが必要」といった意見をいただいており、丁寧な情報発信等を

行っていきたい。（以上、総政） 

● 休業や時短の要請に協力いただいた事業者の方々には、国の基準額をベー

スに支援金を支給する方向で調整している。なお、対策本部時までに最終決

定することが難しいことから、措置内容に国の基準額を付記する。 

● また、要請期間については５月１６日からとしているが、遅くとも１８日

からご協力をいただくようお願いしていきたい。（以上、経済） 

● 本日、市長会、町村会、医師会と連名で、北海道医療非常事態宣言を発出

する。「できる限り外出はしない」といった強いメッセージを伝えていきた

い。（保福） 

○ 「緊急事態宣言」が発出されたことを重く受け止めなければならない。最

大限の危機感を持って、５月３１日までに感染を食い止めるという強い信念

で、徹底的な対策を展開してほしい。 

○ また、短い周知期間での要請となる。混乱が生じないよう、あらゆる機会

を活用して、丁寧に対応をしていくこと。 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 19 日（水)  14 時 10 分～14 時 40 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 札幌市内の人流については、緊急事態宣言前と比較して昼、夜ともに減少

しているが、前回の緊急事態宣言時の一番低い時との比較ではもう一段の減

少が必要。（総政） 

● 職員の出勤抑制の取組については、本庁で出勤抑制 23.9％、時差出勤

19.7％となっている。明日から道のホームページで公表することとし、毎週

更新する予定。（総務） 

● 飲食店等に対する見回りの結果、これまでのところ 96％程度の飲食店等

で休業や時短の要請に協力をいただいている。（保福） 

○ 国の分析で、従来株から変異株にほぼ置き換わったとされている。変異株

が広がっていることを前提にして、人と人との接触を徹底して抑えるために

皆さんに協力いただくことが必要。 

○ 休業や時短は命令や過料に繋がる大変重い措置であり、見回りや実地での

働きかけは丁寧に行ってほしい。地域においても市町村や商工会等と連携し

ながら、措置の実効性を確保できるよう取り組んでほしい。 
 

○ 自宅療養者が増加している。療養者の安全安心の確保のため、万全の体制

で適切な支援を行ってほしい。 

● 食品や日用品セットなどの配布やパルスオキシメーターの貸与など実施し

ている。引き続き、保健所による経過観察や在宅医療の提供などに取り組ん

でいく。（保福） 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 20 日（木)  10 時 35 分～11 時 05 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、 

総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、道内の感染状況等について本

部会議に報告することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 道内の感染状況等の認識については、専門家や有識者等から概ね妥当との

意見をいただいている。その際、「クラスター発生施設等の周辺地域での検

査体制を強化することが必要」「緊急事態宣言の延長も視野に、これまでの

取組を市町村と連携して進めてほしい」「今現在公開している情報に加え、

道民の注意を喚起し、対策の徹底を促す観点で振興局単位の感染状況データ

を付け加えられ、あらゆる機会を捉え、感染拡大防止に向けて情報発信をす

る姿勢を示されることを期待」といった意見があり、今後のモニタリングや

情報発信等に活かしていく。（総政） 

● 支援金について、５月１７日に内容を決定し、振興局等を通じて周知して

いるところであるが、全道の事業者に幅広く行き渡るよう、様々な機会を通

じて周知に努めていきたい。（経済） 

○ この週末は緊急事態宣言発令後初めての週末。「週末はできるだけ外出を

控えていただく」ことについて、市町村とも連携しながら、しっかりと普及

啓発に取り組んでほしい。 
 

● ワクチン接種の状況については、今週中に医療従事者のうち接種希望の２

０万２千人に必要なワクチンが供給される見込み。高齢者向けについては今

週に入り、札幌市や道内の大都市で接種の受付が開始され、６月末までに接

種に必要な量が供給される見込み。（保福） 

○ ワクチン接種は道民の皆様の関心も高い。できる限り混乱を回避して、円

滑かつ着実に接種を進めていくことが重要であり、これまで以上にきめ細か

く市町村の支援に取り組んでほしい。 
 
 
 
 
 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 25 日（火)  14 時 35 分～15 時 05 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、総務部長、総政部長、 

知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、教育部長、人事局長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 道内の新規感染者数は１０万人あたり７０人を超える高い水準が続く。札

幌市においては１０万人あたり１２０人を超える極めて厳しい状況。道内の

入院患者数もこれまでの最多を更新しており、札幌市内においては入院や宿

泊療養施設への入所が困難となるなど医療の限界とも言える状況。 

● 人流については、全体的に減少傾向にあり、夜間の減少が大きいことが傾

向として見られる。すすきの地区については昼、夜ともに人流は減っている

ものの、前回の緊急事態宣言時よりも人出が多い状況にあり、もう一段の減

少が必要。（総政） 
 

○ 昨日の特定措置区域の市町村長との意見交換では、感染状況に対する厳し

い認識に加え、救急搬送が困難な事例が増加しているなど、地域医療に対す

る強い危機感が寄せられた。 

○ 緊急事態宣言期間の５月３１日まで対策に全力を尽くしていかなければな

らない。市町村とも一層の連携を図り、地域の状況に応じた普及啓発やきめ

細やかな支援など対策を徹底してほしい。 
 

○ 基本的対処方針において、インド株への対応強化が記載された。ゲノム検

査等の対応はどうなっているか。 

● 海外から入国された方の陽性が確認された場合など、必要に応じ、ゲノム

検査を実施することとしている。国の動向などを踏まえて、スクリーニング

検査の実施などを含めて、検査のあり方を検討していく。（保福） 
 

● 高校の部活動内の感染が増加傾向にある。全道大会による移動・交流の拡

大に備え、一層の警戒が必要。高体連、高野連等関係団体と連携し、部活動

における安全継続の取組を進めていく。（教育） 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 26 日（水)  10 時 35 分～11 時 05 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、総政部長、 

知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、財政局長、 

政策局長、政策局次長、知事室次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、道内の感染状況等について本

部会議に報告することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 道内の感染状況について、専門家や有識者等から概ね妥当であるとのご意

見をいただいている。その他、有識者等からは、「ワクチン接種に関する迅

速な取組を示すべき」「ワクチン接種以外に有効な方策は無いと思われる」

「札幌市内の人流抑制が一番効果的と思うが、細かい分析を行い、人流が減

らない原因に対する施策を打つことも必要」「確保病床の使用率を札幌市の

状況も記載すると参考となる」といった意見が寄せられている。 

● また、市町村からは「緊急事態宣言の延長を前提とし、特定措置区域や道

外との往来を抑制する取組を強化していただきたい」といった意見が寄せら

れている。これらの意見は今後の対策に活かしていく。（以上、総政） 
 

○ 現在の厳しい感染状況や医療のひっ迫状況を踏まえると、５月３１日で緊

急事態宣言を終了できる状況にはなく、現在の強い対策を継続していく必要

があると考えている。こうした考えを国にも伝えていかなければならない。 
 

○ 国の専門家からは、ワクチン接種が広く進めば、感染が抑制されるという

ことが示されている。より速やかな接種の体制が確保されるように、庁内の

体制の整備も含め、検討を進めてほしい。 
 

○ これからの季節、来道者が増加し、往来が活発になる。他県との往来の際

の対策の強化など、国と緊密に連携しながら、検討を進めてほしい。 
 

● 病床確保計画について、現在最終調整中であるが、現状を上回る病床数の

確保に向けて調整している。重症者用病床は減床となる見込みだが、これは

国が定める重症の基準に至る前の中等症に対する効果的な治療が普及してき

たことから、一部の基幹病院において、重症者用病床から中等症患者用に変

更されたことによるものである。（保福） 

○ 重症者用病床が減らされるといった間違ったメッセージが伝わらないよう

丁寧な説明に努めてほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 27 日（木)  13 時 40 分～14 時 10 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、総政部長、 

知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 明日、政府対策本部が開催される見込み。明日示される予定の基本的対処

方針を確認しなければならないが、宣言が延長される想定で道の措置内容の

一部改訂を検討している。 
 

● 昨日指示のあった他県との往来に係る対策については、不要不急の来道に

ついては控えていただくよう道外の方に協力を求めていくこととしたい。 

● なお、道外の方に対するお願いとなることから、ＳＮＳなどでの効果的な

発信や道外に拠点のある企業への働きかけなどにより対策の実効性の確保に

努めるとともに、全国知事会と連携して都道府県を跨ぐ移動の際の実効性あ

る対策の検討について国に求めていく。（以上、総政） 

○ 他都府県との往来の際の対策強化として、空港でのモニタリング検査など

の実施に向けて、国と連携して検討を進めてほしい。 
 

● 緊急事態宣言発令の前後でカラオケのある飲食店での感染事例が複数確認

されている。特定措置区域においてはカラオケを提供する店舗には休業をお

願いしてきたが、措置区域においてもカラオケに対する対策が徹底されるよ

う検討したい。 

● イベントの開催については、感染予防が徹底されない場合は、無観客・オ

ンライン配信での開催に加えて、延期又は中止も検討するよう要請すること

としたい。（以上、総政） 
 

● 学校での対応については、児童・生徒とその家族の感染状況を確認し、迅

速かつ幅広な休業等の措置を講じるとともに、部活動は原則休止とし、全

道・全国大会につながる活動に限ることとしたい。（教育） 
 

● 国において緊急事態宣言の延長は決定されていないが、仮に延長された場

合における現時点における道としての考え方として、有識者や市町村等にご

意見を伺う。（総政） 
 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 5 月 28 日（金)  10 時 40 分～11 時 10 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、中野副知事、教育長、総務部長、総政部長、 

知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、観光監、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「北海道における緊急事態措

置」について、本部会議において協議することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 今朝開催された国の基本的対処方針分科会において、北海道については６

月２０日まで緊急事態宣言を延長することが了承され、本日夕方にも政府対

策本部で決定される予定。 

● 措置の案について、有識者や専門家等からは概ね妥当であるとのご意見を

いただいている。その他、有識者等からは「カラオケは明らかに感染伝播の

原因となっている。踏み込んだ対応を期待」「部活動の対応の考え方など、

わかりやすく整理し、学校現場だけでなく、関係者に丁寧に伝えてほしい」

「地域の医療提供体制は脆弱であり、保健所や宿泊療養施設への一層の支援

等をお願いしたい」といったご意見があった。 

● また、市町村等からは「緊急事態宣言の延長はやむを得ないが、困窮する

事業者への万全の支援策を迅速に講じるよう重ねてお願い」「ワクチン接種

は感染防止と経済活動の早期回復を実現していく上で不可欠。接種体制の拡

充に向けた対策を国へ働きかけるなど、迅速かつ総合的に取り組んでほし

い」といった意見があり、今後の対策に活かしていく。 

● カラオケへの対策については、措置区域においても飲食店営業許可を受け

ている店舗でカラオケ設備を提供している場合には、その利用を行わないこ

とを要請したい。（以上、総政） 

● 先日指示のあったワクチン関係の体制整備については、保健福祉部にワク

チン関連施策を統括し、戦略的に展開していく部門と、市町村と連携しなが

ら施策を機動的・効果的に実施・推進していく部門の２つを編成し、６月の

できるだけ早い時期に整備を図っていきたい。 

● 宿泊療養施設について、本日札幌市内４棟目の宿泊療養施設を開設したほ

か、来週にも旭川市内２棟目となる宿泊療養施設を開設する予定である。

（以上、保福） 

○ 一部の指標では改善の兆しも見えてきたが、全体としては未だ厳しい状況

が続く。道民の皆様、事業者の方々には、引き続き大きなご負担をおかけす

るが、道民の皆様の命と健康を守り、感染者数の減少傾向を確かなものとし

ていくため、６月２０日まで、今一度ご理解とご協力を得ながら、道庁の総

力をあげて取り組んでいかなくてはならない。 

○ ワクチン接種については、引き続き市町村の接種体制の支援について検討

するとともに、道においても集団接種会場の設置、接種にご協力いただける

歯科医師への実技研修について、関係団体と連携し、６月の早い時期での実

施に向けて取り組んでほしい。 

（了） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 2日（水)  14 時 40 分～15時 10 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、教育長、 

総務部長、総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 感染経路不明の割合や陽性率は改善しつつあり、新規感染者数は５月２４

日から減少が続いているが、いまだ高い水準が続いている。医療提供体制に

ついても入院患者数や療養者数は高い水準であり、特に札幌市内において

は、入院や入所の調整が困難となるなど、医療の限界とも言える状況が続い

ている。 

● 人流については、全道の主な地点で減少しているが、繁華街など一部では

増加が見られる状況。（以上、総政） 
 

○ 他県では、人流が増加傾向に転じた地域が出てきており、新規感染者数が

下げ止まる可能性も専門家から指摘されている。道においても人流が増加し

ている地域が見られており、もう一段しっかりと人流を押し下げていくこと

が必要。 

○ 特に、引き続き厳しい感染状況にある札幌市の取組が重要であり、札幌市

との連携を一層強化して人流が増加しないよう取り組んでほしい。 
 

● 昨日、国より６月２１日から職域単位でのワクチン接種を可能とする旨の

通知があった。詳細な内容や手続など情報を収集し、市町村とも共有してい

きたい。 

● また、ワクチン接種を取り巻く情勢の変化に対応し、より速やかな接種体

制を確保していくために、６月１日付けで新たに体制を整備した。（以上、

保福） 
 

● 明日から新千歳空港におけるモニタリング検査を北海道エアポート（株）

の協力の下、国が実施する予定。（保福） 

○ モニタリング検査実施の機会を活用し、道民の皆様、来道される方々に対

する普及啓発を国と連携して取り組んでほしい。 

● ほっかいどう応援団会議の参加企業をはじめ、道外に拠点のある道内企業

などに対し、来道の際の注意喚起について協力を働きかけており、引き続

き、様々な機会を活用して協力を呼びかけていく。（総政） 

○ デルタ株のスクリーニング検査については国の取扱いを注視しながら早急

に準備を進めてほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 3日（木)  10 時 40 分～11時 10 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、教育長、 

総務部長、総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、健康安全局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、道内の感染状況等について、

本部会議に報告することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 道内の感染状況等の認識について、有識者や専門家等からは概ね妥当であ

るというご意見をいただいている。その他、「住民に不安を与えることのな

いよう、市町村別の接種状況については慎重に取り扱うとともに、マスコミ

や道民に対して丁寧な説明を行ってほしい」「医療のひっ迫が続く一方で、

新規感染者数が減少傾向にあり、気の緩みが生じやすい状況であることか

ら、再度対策の徹底をお願いしたい」といった意見や「ワクチン接種を加速

してほしい」という意見を複数いただいている。 

● また、市町村等からも「ワクチン接種についての事前の情報提供をしっか

り行ってほしい」「ワクチンの供給計画の早期提供を望む」といった意見が

寄せられており、こうしたご意見は今後の対策に活かしていく。（以上、総

政） 
 

● 高齢者向けワクチン接種の終了時期の見込みは、１６４市町村が７月末ま

でに、１５市町が８月中の終了を見込んでいる。重症化リスクの高い高齢者

の方々に一日も早く接種を受けていただくため、市町村が行う集団接種に対

する支援に加え、道における集団接種会場の設置について調整している。

（保福） 

○ 引き続き、市町村における課題の把握と必要な支援に取り組むとともに、

集団接種会場の設置に向けた調整を加速し、職域接種など先を見据えた検討

を進めてほしい。 
 

○ ６月２０日まで緊急事態宣言が延長となったが、これからの取組が極めて

重要。改めて道民の皆様に「できる限り外出を控えていただく」ことをお願

いし、危機感を緩めることなく、市町村や関係団体のご協力をいただきなが

ら、対策の徹底に取り組んでほしい。 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 9日（水)  14 時 05 分～14時 35 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、小玉副知事、教育長、 

総務部長、総政部長、保福部長、コロナ監、経済部長、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、健康安全局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 全道的に新規感染者は減少傾向が続いているが、本日までの直近１週間で

は１０万人あたり２６．６人と引き続き高い水準が続く。特に、札幌市では

１０万人あたり約４５．１人と依然高い水準。 

● 人流の状況については、札幌駅、すすきの駅周辺は緊急事態宣言前との比

較では減少しているが、足元では増加が続いており、注視が必要。また、小

樽駅周辺では増加しており、警戒が必要な状況。 

● 医療提供体制については、自宅や宿泊療養を含めた療養者数は減少してい

るが、いまだ高い水準にあり、入院患者数についても高い水準が続いてい

る。（以上、総政） 

○ 人流が増加している地域もあり、リバウンドが強く懸念される。 

○ 改めて、緊急事態宣言が発出されていることを共有し、警戒を緩めること

なく、できる限り外出を控える、特に週末の外出を控えることについて、ご

理解ご協力をいただくことが必要。 

○ 市町村、関係団体の皆様のご協力をいただきながら、あらゆる機会を活用

して、粘り強く働きかけるなど、対策の徹底に取り組むとともに、特に、厳

しい感染状況が続く札幌市との連携を一層強化し、人流が増加しないよう取

り組んでほしい。 
 

● デルタ株については、道所管分は６月４日から感染経路不明の陽性者の全

ての検体について道衛生研究所でスクリーニング検査を実施しているが、今

週中にＰＣＲ検査可能な道立保健所でのスクリーニング検査体制を整備す

る。（保福） 

○ デルタ株について、これまで疑い事例は確認されていないが、引き続き、

札幌市など保健所設置市とも連携を図り、検査体制を強化してほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 10 日（木)  11 時 05 分～11 時 35 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、総務部長、総政部長、 

知事室長、コロナ監、経済部長、教育部長、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、健康安全局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、道内の感染状況等について本

部会議に報告することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 道内の感染状況等の認識について、有識者、専門家等からは概ね妥当であ

るとの意見をいただいている。その他、「感染者は減少傾向だが、遅れて重

症化してくるので、継続してしっかり対策し、感染を減らすことが重要」

「デルタ株の検査は人口の多い札幌市など保健所設置市での検査を強化する

よう市と連携して取り組むことが必要」といった意見があった。 

● また、ワクチン接種関係で、ワクチン接種の更なる加速を求める意見や地

域における接種体制の充実に向けた支援を求める意見が寄せられており、こ

うした意見については、今後の対策に活かしていく。（以上、総政） 

○ 感染状況を慎重に見極めながら、２１日以降の対応についても検討を進め

てほしい。 
 

● ワクチン関係では、札幌圏において道医師会等の協力の下、今月１９日か

ら集団接種会場を設置する。来週１４日から予約受付を開始する。 

● 職域接種についても国において受付が開始された、業界団体等の要請を踏

まえ、ウェブ説明会により制度内容等の周知に取り組む。（以上、保福） 
 

○ ワクチンの集団接種について、予約や接種に際しては混乱が生じることが

ないよう、万全の準備を進めてほしい。 

○ 職域接種についても、団体、企業の関心が高い。対象となりうる団体、企

業は全ての部局、振興局に関係する。横の連携を図りながら、スピード感を

持って取り組んでほしい。 

○ 昨日、総理から１１月中にも希望する国民全てに接種を終えたいとの表明

があった。本日、私から全国知事会の場で国に情報提供などを求めることを

発言したが、ワクチンの供給スケジュールや接種の考え方など、国からしっ

かり情報収集を行い、確実に接種を進められるよう、市町村の支援に万全を

期してほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 15 日（火)  17 時 30 分～18 時 00 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、教育長、 

総務部長、総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、教育部長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 全道の新規感染者数は減少が続いており、本日までの直近１週間で８７４

人、人口１０万人あたり１６．５人となっている。札幌市についても減少傾

向にあるが、１０万人あたり２９．４人と依然高い水準にある。 

● 医療提供体制については、全道の入院患者数は今月に入り徐々に減ってい

るが、昨日時点で９５２人と依然として高い水準にあり、重症者数も３４人

となっている。特に札幌市内においては病床が満床に近く、引き続き危機的

な状況にある。 

● 人流については、札幌駅周辺、すすきの駅周辺で増加傾向にあるが、最近

は横ばいとなっている。道内の他地点においては、緊急事態宣言前と比較

し、概ね減少しているが、増加傾向が見られる地点もあり、注視が必要であ

る。 

● 札幌市とは、依然として厳しい感染状況を踏まえると、人と人との接触機

会の低減に向けた強い対策に取り組む必要があるということで一致してお

り、その認識の下で今後の対応について協議を進めている。（以上、総政） 

○ 現在の感染状況や医療提供体制を踏まえると、もう一段、新規感染者を減

少させていかなければならないため、２０日までの緊急事態宣言の期間中、

市町村と連携し、しっかりと対策の徹底を図ってほしい。 

○ その上で、２１日以降については、新規感染者の減少を確かなものとし、

医療への負荷の低減に繋がるよう、適切な対応を検討し、国との協議を進め

てほしい。 
 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

  

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 16 日（水)  11 時 05 分～11 時 35 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、教育長、 

総務部長、総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、教育部長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、道内の感染状況等について本

部会議に報告することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 道内の感染状況等の認識について、有識者、専門家等からは概ね妥当であ

るとの意見をいただいている。その他、「高齢者施設の職員・入居者のワク

チン接種が終了するまで厳しい措置の延長が必要」「指導に従わない飲食店

には行かせないような呼びかけをしてはどうか」「ワクチンの職域接種を支

援するとともに、定期的なＰＣＲ検査により早期発見と集団感染の未然防止

に取り組むことを検討すべき」「ワクチンを打ったから大丈夫、ではないこ

とをしっかり伝えてほしい」「札幌市は依然厳しい状況であり、２１日以降

もまん延防止等重点措置の適用が必要では」「医療機関への負担を減らすた

めに外出自粛や飲食店等への対策を続けていくべき」といった意見があっ

た。 

● また、市町村からは「札幌市での措置を継続し、対策の実効性を高めるこ

とが必要」「ワクチンの今後の入荷日程を速やかに周知していただきたい」

といった意見をいただいており、こうした意見については今後の対策に活か

していく。（以上、総政） 

○ 道内の新規感染者は改善が図られつつある一方、札幌市では国のステージ

Ⅳを上回る厳しい状況が続いている。 

○ 緊急事態宣言の扱いについては、最終的には専門家の意見も踏まえ、政府

対策本部において総合的に判断されるが、道内では地域によって状況が大き

く異なっており、札幌市については強い対策に取り組む必要があるといった

現在の状況について、私からも西村大臣に伝え、認識の共有を図ることとす

る。 
 

● ワクチン接種については、６月１９日から札幌圏に道直営の集団接種会場

を設置する。１４日から予約を開始しており、第１週の予約状況は接種枠

５，７６０件に対して１，３１２件の受付となっている。 

● また、６月８日から国において職域接種を希望する企業等からの受付を開

始している。本日、経済団体等に対してＷＥＢ説明会を開催し、制度内容等

を説明している。（以上、保福） 

○ 国においては、１１月までに希望する方への接種を終えたいとしている。

引き続き、市町村へのきめ細かな支援を行いながら、道の集団接種会場の効

果的な活用や職域接種への後押しなどをしっかりと進めて、ワクチン接種希

望者が一日も早く接種を終えることができるよう万全の体制で臨んでほし

い。 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 17 日（木)  13 時 15 分～13 時 55 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、教育長、 

総務部長、総政部長、知事室長、保福部長、コロナ監、経済部長、教育部長、 

財政局長、政策局長、政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 

 
 

● 今朝開催された国の基本的対処方針分科会において、北海道については６

月２１日から７月１１日までまん延防止等重点措置を適用することが了承さ

れ、本日夕方にも政府対策本部で決定される予定。 

● 分科会に示された基本的対処方針案では、まん延防止等重点措置地域では

飲食店の営業時間を２０時までとする要請を行うとともに、一定の要件を満

たした店舗において酒類を１９時まで提供できることとされるなどの変更が

あった。 

● 全道一様ではない地域の感染状況に応じた対策が必要であり、他地域との

往来が多い札幌市において感染拡大を抑えることが重要である。札幌市内に

おける外出や往来の自粛、飲食店等の営業時間短縮、一定の要件を満たす店

舗における１９時までの酒類提供などの対策を札幌市と協議していく。 

● 札幌市以外の市町村については、札幌市と不要不急の外出自粛など感染防

止対策や感染リスクを回避する行動の徹底を検討していく。（以上、総政） 

● 札幌市内の飲食店等で時間短縮の要請に応じていただいた事業者の方々に

は、国の基準に従って支援金の支給を検討していく。（経済） 

● 酒類の提供に関する取扱いについて、今後、国の通知等を踏まえた上で、

より詳細な検討を進めていくこととしたいが、時間が遅くなる可能性があ

る。本日の夕方の時点の情報に基づいて整理した道の考え方について、市町

村や有識者のご意見を伺っていくことも検討したい。（総政） 
 

● 教育関係については、札幌市内では運動会や修学旅行などの学校行事は中

止・延期・縮小、部活動は原則中止とし、全道・全国大会に繋がる活動に限

定する。その他の市町村については部活動における感染対策の徹底などを要

請していく。（教育） 
 

○ 道内では既にアルファ株に置き換わったともされており、変異株の感染力

の高さを踏まえると今後も予断を許さない状況は続く。 

○ 道内における感染の抑制を図り、医療への負荷を低減させていくため全道

で感染防止行動の徹底を図っていかなくてはならない。 

○ 特に、札幌市においては、新規感染者数が依然として高い水準にあり、医

療提供体制も厳しい状況にあることを踏まえ、人と人との接触を抑えるため

の強い対策を講じていくことが必要。 
 
 
 
 

冒頭、保健福祉部より感染者の発生状況等について報告し、感染状況

について意見交換 
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● ワクチンの職域接種について、道内の企業団体から昨日までで７３件の申

請があった。また、道の集団接種会場において、追加で協力依頼のあった北

広島市と当別町を対象に追加する。また、予約枠が埋まらない場合はワクチ

ンの有効活用のため潜在看護師や危機管理を担う警察職員などへの接種を行

うこととする。（保福） 
 

○ 引き続き、職域接種を希望する企業や団体等に対する支援をしっかり行っ

てほしい。また、市町村のワクチン接種の取組をしっかりとサポートし、希

望者が１日も早く接種を終えることができるよう、これまで以上に積極的に

スピード感を持って取り組んでほしい。 
 
 
 

（了） 
 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 18 日（金)  12 時 30 分～12 時 50 分 

場  所 議会知事室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、 

総政部長、保福部長、コロナ監、経済部長、 

政策局次長、感染症対策局長、経済部次長 ほか 

内  容 感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議した。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 
 

● 道の考え方について、有識者や市町村等から「リバウンドが心配なので札

幌市を重点措置区域にして往来を自粛することに賛成」「今後の再拡大の際

の判断、対応を迅速に行うこと」など、概ね妥当であるとのご意見をいただ

いているが、「札幌市の感染者数の減少と全道への感染波及の防止に最大限

注力していただきたい」「札幌市からの来訪者の増加が懸念される」といっ

たご意見もいただいた。 
 

● こうしたご意見も踏まえ、これまで強い措置を講じてきた特定措置区域に

おいて、大きな再拡大防止に向けた対策を徹底するため、飲食店等の時短を

段階的に緩和することとし、改めて考え方も有識者、市町村等にお示しする

とともに、国と協議する。（以上、総政） 
 

○ 石狩振興局管内市町村、小樽市、旭川市は感染状況が大きく改善してい

る。段階的な緩和の考え方等について丁寧に説明し、検討を進めてほしい。 
 
 

（了） 

※（知事○、その他●） 
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コロナ対策打ち合わせ 記録 

日  時 令和 3年 6 月 18 日（金)  18 時 00 分～18 時 30 分 

場  所 知事応接室 

出 席 者 

知事、浦本副知事、土屋副知事、小玉副知事、教育長、 

総務部長、総政部長、知事室長、コロナ監、経済部長、教育部長、財政局長、 

政策局長、政策局次長、感染症対策局長、健康安全局長、経済部次長 ほか 

内  容 
感染状況などを踏まえ、今後の対応を協議し、「北海道における緊急事態措

置」について、本部会議において協議することとした。 

発 言 者 

及び主な 

発言内容 

 
 

● 石狩振興局管内、小樽市、旭川市について、経過区域として、飲食店等の

営業時間は２１時まで、酒類の提供は２０時までとすることについて説明

し、ご理解をいただいた。（総政） 

● 経過区域において要請に応じていただいた事業者の方々への支援金につい

ては、国の基準や他県の例などを参考に、中小企業等は１日あたり２．５～

７．５万円、大企業は１日あたり最大２０万円を支給する方向で検討してい

る。 

● 札幌市内における飲食店等については、営業時間を２０時まで、酒類の提

供を１９時までとするが、１９時まで酒類提供ができる一定の要件として、

国の示す原則４人以内、アクリル板の設置などのほか、道独自の要件として

滞在は２時間以内とし、事業者にも大声での会話を避けるための注意喚起や

従業員の体調確認などの要件を加えることで調整している。 

● また、札幌市内の大規模集客施設等については、国の基準や他県の例を参

考に、２０時までの営業時間短縮を要請する方向で検討している。（以上、

経済） 

● 道立施設の対応について、札幌市内の１３施設は引き続き原則休館とし、

札幌市以外は感染対策を徹底した上で、準備が整い次第、順次再開していき

たい。（総務） 
 

○ 緊急事態宣言の期間があと２日間ある。感染者数の減少を確実なものとす

るために、最後まで気を緩めることなく、対策の徹底に取り組んでほしい。 

○ また、２１日以降も、市町村や関係団体の皆様と一層連携し、対策の目的

や内容などについて丁寧な説明を行い、もう一段の感染の抑え込みに向け

て、総力を挙げて取り組んでほしい。 
 
 

（了） 
 

※（知事○、その他●） 

 

 


